
U~~~｢頂

日
韓
会
談
に
お
け
る
請
求
権
交
渉
の
政
治
的
妥
結

―
一
九
六
二
年
三
月
か
ら
一
二
月
ま
で
を
中
心
と
し
て

吉

澤

文

寿

は
じ
め
に

第

一
章

交
渉
の
背
景
-
日
韓
会
談
の
展
開
及
び
日
本
の
対
韓
経
済

協
力

問
題
の
台
頭

一

日
韓
会
談
の
展
開
-
請
求
権
問
題
を
中
心
と
し
て

二

日
本
の
対
韓
経
済
協
力
問
題
の
台
頭

第
二
革

日
米
韓
各
国
に
お
け
る
請
求
権
と
経
済

協
力
と
の
関
連

第
三
章

請
求
権
交
渉
の
政
治
的
妥
結
過
程
-

l
九
六
二
年
三
月
か
ら

十
二
月
ま
で

一

小
坂

･
産
後
新
外
相
会
談
～

｢官
僚
的
攻
勢
｣
と

｢政
治
的
守
勢
｣

の
構
図

二

予
備
折
衝
に
お
け
る
議
論
～
実
務
的
路
線
に
よ
る
交
渉
と
そ
の
閑

罪

三

大
平

･
金
錦
泌
会
談
-
政
治

的
路
線
に
よる妥結

お
わ
り
に

は
じ
め
に

l
九
五

1
年

一
〇
月
二
〇
日
に
東
京
の
連
合
国
軍
総
司
令
部

(
G
H
Q
/
S

C
A
P

[

-

S
u
p
r
em
e
C
o
m
m
a
n
d
e
r
o
f
A
ltie
d
P
o
w
c
r])
外
交
局
の

会
議
室
で
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉

(
い
わ
ゆ
る
日
韓
会
談
)
の
予
備
会
談
が
開

か
れ
て
か
ら
t

lr
九
六
五
年
六
月
〓

lR
に
東
京
の
首
相
官
邸
で
日
韓
基
本
条

約
及
び
四
協
定
が
締
結
さ
れ
'

二

一月

一
八
日
に
ソ
ウ
ル
で
批
准
書
交
換
式
が
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行
わ
れ
て
日
韓
国
交
正
常
化
が
実
現
す
る
ま
で
､
実
に
一
四
年
の
歳
月
が
流
れ

た
｡
こ
の
よ
う
に
日
韓
会
談
が
長
期
化
し
た
の
は
'
円
本
と
韓
国
の
問
で
最
大

の
懸
案
と
な
っ
て
い
た
財
産
及
び
請
求
権

(以
下

｢請
求
轍
｣
と
す
る
)
問
題

の
処
理
を
め
ぐ
っ
て
､
両
者
の
主
張
が
著
し
.ト
異
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
｡

す
な
わ
ち
､

7
九
1J
二
年
二
月
か
ら
始
ま
る
第

一
次
会
談
よ
り
日
本
と
韓
国
は

そ
れ
ぞ
れ
相
手
国
に
対
す
る
請
求
権
を
主
張
し
､
日
韓
会
談
は
再
開
と
決
裂
を

繰
り
返
し
た
｡

1
九
五
七
年

〓

山月
に
請
求
権
交
渉
に
お
い
て
韓
国
の
対
日
請

求
権
の
み
を
議
題
と
す
る
こ
と
で
合
意
が
成
立
し
た
後
も
､
請
求
権
問
題
を
め

ぐ
る
円
本
と
韓
国
の
主
張
は
引
き
続
き
対
立
し
た
｡

し
か
し
な
が
ら
､

一
九
六

〇
年

一
〇
月
か
ら
開
か
れ
た
第
五
次
会
談
以
降
､

日
韓
会
談
は
請
求
権
委
員
会
で
韓
国
側
の
対
日
請
求
権
が
本
格
的
に
討
議
さ
れ

た
り
､
特
に
韓
国
で
一
九
六

l
年
五
月
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
-
後
に
朴
正
解
軍
事

政
権
が
成
立
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
､
会
談
妥
結
の
気
運
が
徐
々
に
高
ま
っ

て
-
る
｡
そ
し
て
､

l
九
六
二
年

一
〇
月
及
び

二

月
に
開
か
れ
た
大
平
外
相

と
金
鍾
泌
韓
国
中
央
情
報
部
良
に
よ
る
政
治
会
談
に
よ
っ
て
､
い
わ
ゆ
る

｢大

平

･
金
メ
モ
｣
が
取
り
交
わ
さ
れ
て
､
請
求
権
問
題
で
日
韓
間
の
政
治
的
妥
結

が
成
立
し
た
こ
と
で
'
日
韓
会
談
は
他
の
懸
案
を
含
め
た
全
面
的
妥
結
へ
と
加

速
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

本
稿
は
以
上
の
よ
う
な
日
韓
会
談
に
お
け
る
請
求
権
交
渉
の
展
開
を
ふ
ま
え

た
う
え
で
'

一
九
六
〇
年
以
後
､
特
に
1.
九
六
二
年
三
Rq
の
小
坂

･
崖
徳
新
外

相
会
談
か
ら
同
年

二

一月
の
日
本
と
韓
国
に
お
け
る

｢大
平

･
金
メ
モ
｣
に
対

す
る
首
脳
の
裁
可
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
中
心
に
､
請
求
性
交
渉
の
政
治
的
妥

結
の
背
景
及
び
展
開
を
分
析
し
て
'
そ
の
歴
史
的
意
味
を
考
察
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
｡

と
こ
ろ
で
､
請
求
権
交
渉
が
実
務
的
折
衝
を
中
断
さ
せ
つ
つ
政
治
的
に
妥
結

し
た
こ
と
は
､
日
韓
間
の
請
求
権
問
題
の
本
質
に
関
わ
る
点
で
あ
り
'
従
来
の

日
韓
会
談
研
究
に
お
い
て
も
最
大
の
論
点
と
さ
れ
て
き
た
｡
そ
こ
で
､
本
論
に

入
る
前
に
､
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
議
論
を
中
心
に
､
と
り
わ
け
資
料
状
況
が

整
い
始
め
た

一
九
九

〇
年
以
後
の
先
行
研
究
を
整
理
し
て
お
-
O

ま
ず
､
主
と
し
て
日
韓
会
談
の
会
議
録
の
分
析
を
通
じ
て
請
求
権
交
渉
の
政

治
的
妥
結
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
及
び
内
容
の
問
題
性
を
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
､

高
崎
宗
司
及
び
佐
々
木
隆
蘭
の
研
究
が
あ
る
｡
高
崎
は
現
在
の
戦
後
輔
償
要
求

運
動
に
立
脚
し
た

一
連
の
研
究
に
お
い
て
､
交
渉
過
程
に
お
い
て
韓
国
側
の
対

日
請
求
権

(｢韓
日
間
財
産
及
び
請
求
権
協
定
要
綱
｣
い
わ
ゆ
る

｢
対
日
請
求

八
項
目
｣)
の
討
議
が
中
断
さ
れ
た
こ
と
の
問
題
性
､
お
よ
び
円
本
政
肘
が
韓

国
政
府
に
供
与
し
た
の
は
請
求
権
資
金
で
は
な
ノ＼
経
済
協
力
資
金
で
あ
る
こ
と
'

(-)

そ
し
て
日
韓
協
定

へ｢請
求
性
及
び
経
済
協
力
協
定
｣)
が
個
人
請
求
権
を
消
滅

("
)

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
｡
佐
々
木
も
ま
た
'

一
九
六

〇
年
代
に
お
け
る
請
求
権
交
渉
の
背
景
と
し
て
'
特
に
韓
国
の
経
済
開
発
が
緊

迫
し
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
つ
つ
､
そ
れ
こ
そ
日
本
側
の
樋
起
す
る

｢請
求
也惟
ブ

17L)



Ⅴ ｢｢爾

ラ
ス
経
済
援
助
｣
の
方
式
に
韓
国
側
が
同
調
し
た
決
定
的
要
因
で
あ
っ
た
こ
と

(･I･)

を
指
摘
し
た
｡
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
､
請
求
権
交
渉
の
政
治
的
妥
結
が
交

渉
の
本
質
で
あ
る
植
民
地
支
配
の
清
算
と
い
う
課
題
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
り
､

そ
の
妥
結
に
基
づ
-
日
韓
協
定
が
韓
国
入
個
人
の
対
日
請
求
権
の
解
決
を
意
味

す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
O

さ
ら
に
､
国
際
政
治
的
観
点
か
ら
請
求
権
交
渉
の
政
治
プ
ロ
セ
ス
を
分
析
し

た
も
の
と
し
て
'
李
元
徳
及
び
李
鍾
元
の
研
究
が
あ
る
｡
李
元
徳
は
ケ
ネ
デ
ィ

(J
o
h
n
.
F
.
K
e
n
n
e
d
y
)
政
権
の
対
韓
援
助
政
策
､
朴
正
解
政
権
の
経
済
開

発
政
策
'
及
び
日
韓
経
済
協
会
の
分
析
を
通
じ
て
円
本
財
界
の
動
向
を
軽
理
し

つ
つ
'
日
本
側
の
対
韓
ア
プ
ロ
ー
チ
を
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
安
全
保
障
的
な
関

心
か
ら
日
韓
会
談
の
早
期
妥
結
を
主
張
す
る
積
極
論

(岸
信
介
'
石
井
光
次
郎
'

大
野
伴
睦
､
佐
藤
栄
作
ら
)
'

一
九
六
〇
年
の
安
保
闘
争
の
教
訓
か
ら
､

日
韓

会
談
の
早
急
な
妥
結
に
よ
り
国
内
政
治
の
混
乱
を
危
恨
す
る
慎
重
論

(他
出
勇

人
'
三
木
武
夫
､
河
野

丁
郎
ら
)､
日
米
安
保
条
約
と
の
関
連
で
日
韓
条
約
の

締
結
を
批
判
す
る
反
対
論

(社
会
党
､
共
産
党
､
総
評
ら
)
に
分
類
し
て
､

日

韓
会
談

に
お
け
る
日
本
側
の
交
渉
姿
勢
の
塵
礎
が
慎
重
論
に
あ
る
こ
と
を
明
ら

(1)

か
に
し
た

O
ま
た
､
李
鍾
元

は
主
と
し
て
日
韓
会
談
に
対
す
る
来
園
の
行
動
を

分
析
し
て
､
日
韓
会
談
が
中
断
又
は
停
滞
し
た
際
に
､
米
国
が
会
談
の
表
面
に

出
る
こ
と
を
注
意
深
-
避
け
つ
つ
､
国
務
省
の
指
示
の
下
で
駐
日
及
び
駐
韓
米

大
使
館
が
中
心
と
な
っ
て
日
本
及
び
韓
国
に
対
す
る

｢
触
媒

(
c
a
ta
ly
st
)

｣

と
し
て
行
動
す
る
こ
と
で
'
請
求
権
交
渉
の
政
治
的
妥
結
に
つ
い
て
重
要
な
役

(.I.l

割
を
果
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
｡
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
､
請
求
権
交

渉
の
ダ
イ
ナ
､,､ズ
ム
に
対
す
る
視
座
､
及
び
請
求
権
問
題
を
め
ぐ
る
日
本
'
韓

国
､
米
国
に
お
け
る
様
々
な
政
治
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
分
析
と
い
う
視
座
が
提
示

さ
れ
た
｡

ま
た
､
木
営
正
史
は
日
韓
国
交
正
常
化
が
実
現
し
た
背
景
と
し
て
､
日
米
韓

に
お
け
一る
そ
れ
ぞ
れ
の
冷
戦
認
識

(冷
戦
構
造
と
国
益
と
の
関
係
に
つ
い
て
の

認
識
)
が
韓
国
の
輸
出
志
向
型
工
業
戦
略
の
推
進
と
い
う
選
択

へ

｢
摺
り
合
わ

せ
｣
ら
れ
た
こ
と
の
電
要
性
を
指
摘
し
た
｡
本
宮
の
議
論
は
請
求
権
交
渉
の
政

治
的
妥
結
が
単
に
日
本
の
対
韓
資
金
供
与
の
金
朝
と
名
目
を
め
ぐ
る
妥
協
の
産

物
で
は
な
-
､
交
渉
当
事
者
の

｢国
益
｣
観
な
い
し
世
界
観
の
妥
協
と
い
う
性

/･J')

格
を
も

つ
点
を
明
示
し
た
｡

以
上
の
よ
う
な
研
究
史
に
対
し
て
'
筆
者
は
別
稿
に
お
い
て
､

一
九
六

〇
年

一
〇
月
か
ら

1
九
六
二
年
三
月
ま
で
の
請
求
権
交
渉
で
展
開
さ
れ
た
対
日
請
求

権
の
具
体
的
討
議
を
､
後
の
政
治
的
妥
結
が
実
現
す
る
た
め
の
必
要
不
可
欠
な

段
階
と
し
て
論
じ
た
O
な
ぜ
な
ら
､
後
述
す
る
よ
う
に
､
日
韓
会
談
開
始
当
初

よ
り
､
日
本
及
び
韓
国
に
お
い
て
請
求
権

(な
い
し
賠
償
)
問
題
と
経
済
協
力

(あ
る
い
は
経
済
復
興
)
を
関
連
付
け
る
議
論
が
存
在
し
て
お
り
､

日
韓
間
の

対
日
請
求
権
に
対
す
る
認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
､
政
治

(7)

折
衝
を
始
め
る
前
の
重
要
な
準
備
作
業
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
｡
す
な
わ
ち
､
請
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求
権
と
経
済
協
力
と
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
と
い
う
発
想
は
､

一
九
六

〇
年
代
に
な
っ

て
初
め
て
現
れ
た
も
の
で
は
な
-
､
日
韓
会
談
当
初
か
ら
請
求

権
交
渉
を
成
立

さ
せ
る
た
め
の
有
力
な
手
段
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
｡
そ
し

て
､
日
本
政
府
及
び
韓
国
政
府
が
そ
の
よ
う
な
発
想
を
内
在
さ
せ
て
い
た
が
故

に
､
最
終
的
に
米
国
政
府
の
外
交
圧
力
を
受
け
入
れ
る
か
た
ち
で
請
求
権
交
渉

の
政
治
的
妥
結
が
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
が
本
稿
に
お
け
る
筆
者

の
問
題
意
識
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
諸
論
点
を
ふ
ま
え
つ
つ
､
本
稿
で
は
ま
ず

1!
九
六
二
年
三
月
か

ら

〓

1月
ま
で
の
請
求
権
交
渉
の
過
程
を
論
じ
る
前
に
､

l
九
六
二
年
三
月
に

至
る
ま
で
の
､
①
請
求
権
交
渉
を
中
心
と
す
る
日
韓
会
談
の
展
開
及
び
､
②
日

本
の
対
韓
経
済
協
力
問
題
が
台
頭
す
る
背
景
を
整
理
す
る
｡
そ
の
う
え
で
'
①

経
済
協
力
と
請
求
権
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
日
米
韓
そ
れ
ぞ
れ
の
構
想
､
及
び

請
求
権
交
渉
が
政
治
的
妥
結
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
'
特
に
日
本
と
韓
国
に
お

け
る
こ
の
問
題
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
差
異
の
存
在
に
着
日
し
つ
つ
分
析
す

る
｡
そ
し
て
､
結
論
と
し
て
､
戦
後
日
韓
関
係
に
お
け
る
請
求
権
交
渉
及
び
日

韓
協
定
に
つ
い
て
､
本
稿
に
お
け
る
見
解
を
提
示
す
る
こ
と
に
す
る
｡

第

一
豪

交
渉
の
背
景

-
日
韓
会
談
の
展
開
及
び
日
本
の
対
韓
経
済

協
力
問
題
の
台
頭

1

日
韓
会
談
の
展
開
1
請
求
権
問
題
を
中
心
と
し
て

日
韓
会
談
は
請
求
権
問
題
を
中
心
に
す
る
と
､
①
一
九
五

1!
年

11
0
月
の
予

備
会
談
開
始
か
ら

一
九
五
三
年

一
〇
月
の
第
三
次
会
談
決
裂
､
そ
し
て
休
会
期

の
後
に

l
九
五
七
年

二

一月
三

l
日
の
日
韓
共
同
コ
-
ユ
ニ
ケ
発
表
を
経
て
､

一
九
六

〇
年
に
韓
国
四

･
一
九
革
命
に
よ
っ
て
第
四
次
会
談
が
中
断
さ
れ
る
ま

で
'
②

l
九
六

〇
年

一
〇
月
の
第
五
次
会
談
開
始
か
ら

tS
九
六
二
年
三
月
の
日

韓
外
相
会
談
ま
で
'
③

1
九
六
二
年
三
月
か
ら
同
年

ti
二
月
の
日
韓
首
脳
に
よ

る

｢大
平

･
金
鍾
泌
メ
モ
｣
の
裁
可
ま
で
､
④

一
九
六
三
年

l
月
か
ら

l
九
六

五
年
六
月
二
二
日
の
日
韓
基
本
条
約
及
び
四
協
定
の
締
結
ま
で
の
四
段
階
に
時

期
区
分
で
き
る
｡
さ
ら
に
､
日
韓
会
談
を
分
析
す
る
う
え
で
､
そ
の
前
史
と
な

る

一
九
四
五
年
八
月
か
ら

一
九
五

一
年
九
月
の
対
日
講
和
条
約
締
結
ま
で
の
時

期
も
重
要
で
あ
る
｡
本
節
で
は
､
先
の
時
期
区
分
に
お
け
る
第
二
期
ま
で
の
日

韓
会
談
の
展
開
を
請
求
権
問
題
を
中
心
に
取
り
上
げ
つ
つ
､
日
本
､
韓
国
､
米

国
の
請
求
権

(も
し
く
は
賠
償
)
問
題

に対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
整
理
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
｡

日
韓
会
談
の
前
史
に
お
い
て
､
請
求
権
問
題
に
関
す
る
最
大
の
焦
点
は
韓
国

政
府
の
対
日
賠
償
要
求
及
び
韓
国
の
対
日
講
和
条
約
に
対
す
る
署
名
国
資
格
が

認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
っ
た
｡
す
な
わ
ち
､
韓
国
が
講
和
条
約
の
署
名
国

と
な
れ
ば
､
日
本
と
の
交
渉
に
お
い
て
講
和
条
約
の
賠
償
条
項

へ第

一
四
条
)
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与
根
拠
に
し
て
､
少
な
-
と
も
第
二
次
大
戦
中
の
戦
争
披
害
に
つ
い
て
当
然
対

日
賠
償
を
要
求
で
き
た
か
ら
で
あ
る
｡

こ
の
問
題
に
つ
い
て
､
韓
国
が
最
も
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
O
韓
国
政
府
は
解
放
直
後
よ
り
進
め
て
き
た
対
日
賠
償
調
査
の
成
果
と

し
て
､

一
九
四
九
年
九
月
ま
で
に

『対
日
陪
慣
要
求
詞
書
』
を
完
成
さ
せ
て
､

(8)

日
本
の
連
合
国
軍
最
高
司
令
官

(
G
H
Q
/
S
C
A
P
)
に
提
出
し
た
｡
同
時

に
､
韓
国
政
府
は
第
二
次
大
戦
当
時
に
重
慶
に
あ

っ
た
大
韓
民
国
臨
時
政
肘
が

対
日
宣
戦
布
告
し
､
同
政
府
の
傘
下
に
あ

っ
た
光
復
軍
が
中
国
大
陸
で
対
日
戦

を
展
開
し
た
こ
と
を
理
由
に
､
対
日
講
和
条
約

へ
の
署
名
国
資
格
を
主
張
し
て

いた
｡

こ
れ
に
対
し
て
､
米
国
は
韓
国
の
対
日
講
和
条
約
参
加

に肯
定的
で
あ
っ
た
｡

7
九
四
九
年

〓

7月
三
日
'
駐
韓
米
国
大
使
ム
チ
オ

(J

ohn
.1.M
uchio
)

は
韓
国
の
講
和
条
約
へ
の
参
加
を
強
-
進
言
す
る
内
容

の
報
告書
を
国
務
省
に

(9)

提
出
し
た
｡
こ
れ
を
受

け
て
､

1
九
四
九
年

一
二
月
二
九
日
に
米
国
政

肘
が
作

成
し
た
講
和
条
約
草
案
で
は
､
そ
の
前
文
の
締
約
国
の
列
挙
に

｢
K

orea
｣

(18)

と
明
記
さ
れ
た
｡
し
か
し
､
韓
国
の
対
日
講
和
条
約
署
名
に
強
く
反

対
し
た
の

が
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
で
あ

っ
た
｡
特
に
､
日
本
は
韓
国
の
対
日
賠
償
要
求
権
を

否
定
す
る
と
と
も
に
､
例
え
ば
､
外
務
省
内
に
設
置
さ
れ
た
平
和
条
約
問
題
研

究
幹
事
会
が
作
成
し
た

｢
割
譲
地
に
関
す
る
経
済
的
財
政
的
事
項
の
処
理
に
関

す
る
陳
述
｣
二

九
四
九
年

二

一月
三
日
付
)
で

示
され
た
よ
う
に
'
連
合
国

､〓
＼

に
よ
る
在
外
財
産
の
処
理
に
異
議
を
唱
え
て
い
た
O
こ
う
し
て
､

一

九
五
l,年

四
月
二
三
日
の
吉
田

･
ダ
レ
ス

(A
〓
eコ
D
u
〓
es
)
会
談
､
同
年
五
月
の
ワ

シ
ン
ト
ン
に
お
け
る
米
英
協
議
を
経
て
F
六
月

㌦四
日
に
確
定
さ
れ
た
講
和
条

約
の
米
英
共
同
草
案
で
は
韓
国
の
講
和
条
約
署
名
国
資
格
は
完
全
に
否
認
さ
れ

(12)

た
の
で
あ
る
｡

韓
国
の
対
日
陪
償
要
求
を
め
ぐ
る
日
本
と
韓
国
の
対
立
の
構
図
は
日
韓
会
談

の
第

7
期

二

九
五

一
年

7
0
月

～
山
九
六

〇
年
四
月
)
の
請
求
権
交
渉
に
そ

の
ま
ま
持
ち
込
ま
れ
た
｡

一
九
五
二
年
二
月
二
〇
日
に
開
か
れ
た
第

一
次
会
談

の
請
求
権
委
員
会
第

一
回
会
合
で
､
韓
国
側
は

｢韓
日
間
財
産
及
び
請
求
権
協

爪柑)

定
要
綱
｣
(
い
わ
ゆ
る

｢対
日
請
求
八
項
目
｣)
を
提
示
し
て
､
植
民
地
支
配
の

清
算
を
内
容
と
す
る
対
日
請
求
権
を
主
張
し
た
｡

一
万
､
日
本
側
も
三
月
六
日

の
請
求
権
委
員
会
第
五
回
会
合
で
､
朝
鮮
に
あ
る
旧
日
本
人
財
産
(
い
わ
ゆ
る

帰
属
財
産
)
の
う
ち
､
主
と
し
て
私
有
財
産
を
対
象
と
す
る
対
韓
請
求
権
を
主

r;)

張
し
た
の
で
あ
る
O

日
韓
対
立
の
焦
点
は
特
に
日
本
側
の
対
韓
請
求
権
の
主
張
で
あ

っ
た
｡
韓
国

側
は
対
日
講
和
条
約
第
四
条
b
項
に
'
同
条
約
第
二
粂
及
び
第
三
条

に掲
げ
る

地
域

(朝
鮮
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
)
に
お
い
て
米
軍
政
府
が
お
こ
な
っ
た

｢
日

本
国
及
び
そ
の
国
民
の
財
産
の
処
理
の
効
力
を
承
認
す
る
｣
と
あ
る
の
を
根
拠

に
'
日
本
側
の
対
韓
請
求
権
を
否
定
し
た
O
こ
れ

に対
し
て
､
日
本
側
は

.r
九

〇
七
年
に
成
立
し
た

｢陸
戦
法
規
慣
例
に
関
す
る
条
約
｣
第
四
六
条
を
根
拠
に
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し
て
'
占
領
軍
が
私
有
財
産
を
没
収
で
き
な
い
と
し
て
対
韓
請
求
擬
を
主
張
し

(15)

続
け
た
｡
こ
の
よ
う
な
請
求
権
問
題
を
め
ぐ
る
日
韓
対
立
に
対
し
て
､
当
初
よ

り
日
韓
会
談
を
積
極
的
に
斡
旋
し
て
い
た
米
国
は
､
原
則
的
に
日
韓
間
の
懸
案

に
対
し
て
関
与
を
避
け
る
と
い
う

｢.不
介
入
政
策
｣

へ
n
()
n
･
in
te
r
ve
n
tir)
n

(16)

一
二
､

.

'.:∴
.i.･∵
'･

∴

ト
'':-

:.
I

.
_..

.;

J.i(
-)

i
.._I

韓
合
意
の
う
ち
､
日
本
側
の
対
韓
請
求
権
撤
回
の
根
拠
と
し
て
米
国
務
省
に
よ

る
対
日
講
和
条
約
第
四
条
の
解
釈
が
引
か
れ
て
い
る
が
う
そ
の
解
釈
の
内
容
も

①
日
本
側
は
韓
国
の
帰
属
財
産
に
対
す
る
有
効
な
請
求
塵
を
主
張
で
き
な
い
､

②
日
本
側
が
請
求
権
を
放
棄
し
た
こ
と
は
対
日
請
求
権
を
考
慮
す
る
に
あ
た

っ

て

｢関
連
が
あ
る
｣
(r
e
tev
a
n
t)
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡

つ
ま
り
､
米
国
は

韓
国
側
の
対
日
請
求
権
の
規
模
の
決
定
を
日
韓
間
の
交
渉
に
引
き
続
き
重
ね
た

の
で
あ
る
｡

漁
業

(李
ラ
イ
ン
)
､
在
日
朝
鮮
人
､
竹
島
=
地
鳥
な
ど
あ
ら
ゆ
る
懸
案

で

対
立
し
た

一
九
五

〇
年
代
と
対
照
的
に
､
第
二
斯

(
l
九
六

〇
年

一
〇
月

-
1

九
六
二
年
三
月
)
の
日
韓
会
談
は
日
本
の
池
田
政
権
と
韓
国

の
張
勉
及
び

朴
正

艶
J;政
権
が
本
格
的
に
諸
懸
案
の
妥
結
を
図
ろ
う
と
し
た
た
め
に
､
大
き
-
進
展

し
た
｡
請
求
性
交
渉
･a
第
五
次
会
談

(
1:
九
六

〇
年

一
〇
月

～
一
九
六

l
年
五

月
)
及
び
第
六
次
会
談
前
期
(
li
九
六

一
年

一
〇
月
～
一九
六
二
年
三
月
)
に
お

い
て
､
対
日
請
求
権
の
具
体
的
討
議
の
段
階
に
入

っ
た
｡
し
か
し
､
こ
の
討
議

を
通
じ
て
も
､
帰
属
財
産
の
取
得
と
の
関
係
を
否
定
し
た
う
え
で
､
植
民
地
支

配
の
清
算
と
い
う
範
囲
内
で
個
人
請
求
権
を
含
む
多
様
な
請
求
権
を
主
張
し
た

韓
国
側
と
､
請
求
権
の
立
証
責
任
を
韓
国
側
に
負
わ
せ
つ
つ
､
徹
底
し
た
法
律

論
で
個
人
的
な
請
求
権
の
み
を
認
め
よ
う
と
し
た
日
本
側
と
い
う
両
者
の
主
張

(r;･I

は
平
行
線
を
た
ど

っ
た
ま
ま
で
あ

っ
た
｡

以
上
の
よ
う
に
､
第
二
期
ま
で
の
請
求
撤
交
渉
は
日
韓
間
の
対
日
請
求
権
の

法
理
論
に
対
す
る
認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
明
確
に
す
る
過
程
で
あ

っ
た
と
い
え
よ

う
.
そ
し
て
､
日
本
､
韓
国
､
米
週
各
政
府
は
法
理
論
レ
ベ
ル
に
お
け
る
請
求

権
交
渉
の
行
き
詰
ま
り
を
見
極
め
て
か
ら
､
こ
の
よ
う
な
事
態
を
想
定
し
な
が

ら
､
そ
れ
ぞ
れ
内
的
に
検
討
し
て
い
た
交
渉
方
針
を
も
と
に
し
て
､
請
求
権

(及
び
経
済
協
力
)
の
規
模
に
討
議
の
重
点
を
移
し
て
､
交
渉

の
妥
結
線
を
模

索
し
始
め
た
の
で
あ
る
｡
こ
の
請
求
権
交
渉
の
第
二
期

二

九
六
二
年
三
月

～

二

一月
)
の
展
開
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
､
次
に
交
渉
の
政
治
的
妥
結

の
必
要
性
を
決
定
的
に
高
め
た
日
本
の
対
韓
経
済
協
力
問
題
が

一
九
六

〇
年
代

初
頭
に
浮
上
す
る
過
程
を
ト
レ
ー
ス
す
る
こ
と
に
す
る
｡

二

日
本

の
対
韓
経
済
協
力
問
題

の
台
頭

日
韓
条
約
締
結
当
時
の
論
壇
に
お
い
て
､
日
本
の
対
韓
経

済
協
力
問
題
が
台

頭
し
た
背
景
と
し
て
'
米
国
の
対
韓
援
助
の
減
少
が

l
九
五

〇
年
代
後
半
に
新

庄
化
し
､
か

つ
一
九
六

〇
年
代
に
深
刻
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
'
米
国
が

日
本

へほ)

に
対
韓
援
助
を

｢.肩
代
わ
り
｣
さ
せ
た
と
;.,
う
説
明
が
通
説
で
あ

っ
た
.
し
か

1指
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し
な
か
ら
､
米
国
の
対
韓
援
助
削
減
が
日
本
の
対
韓
援
助
問
題
の
発
生
に
至
る

ま
で
の
過
程
は
米
国
の
対
日

･
対
韓
政
策
の
み
が
決
定
的
だ

っ
た
の
で
は
な
い

の
で
あ
り
､
し
た
が
っ
て
'
日
本
の
対
韓
援
助
問
題
の
重
要
な
背
景
と
し
て
'

叫
九
六

〇
年
を
前
後
す
る
日
本
及
び
韓
国
の
経
済
状
況
と
そ
れ
に
伴
う
諸
相
を

検
討
し
て
お
-
必
要
が
あ
る
｡

米
国
の
対
韓
援
助
削
減
と
い
う
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
最
大
の
原
因
は
や
は

り
米
国
財
政
の
悪
化
で
あ
る
.

.E
九
重

二
年

山
月
に
成
立
し
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー

(
D
w
ig
h
t.
a
.
E
is
e
n
h
o
w

e
r
)

政
権
の
最
大
の
財
政
的
目
標
は
ト

ル

-
マ

ン

(
H
a
r
r
y
.
S
.
T
rum
an)
政
権
期
に
膨
張
の

山
適
を
た
ど

っ
た
軍
事
費

を
削
減
し
､
赤
字
財

政
を
改
善
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
｡
そ
こ
で
､
ア
イ
ゼ
ン
ハ

ワ
ー
は
同
年
二
月
に
発
表
し
た

7
般
教
書
で
､
援
助
の
削
減
と
自
由
貿
易
の
奨

励
を
対
外
経
済
政
策
の
基
礎
に
掲
げ
た
｡
に
も
か
か
わ
ら
ず
､

山
九
.Ld
O
年
代

の
米
国
の
国
際
収
支
は
赤
字
基
調
で
あ
り
､
し
か
も

一
九
五
八
年
頓
か
ら
米
国

の
保
有
す
る
ド
ル
の
流
出
の
深
刻
化
'
い
わ
ゆ
る
ド
ル
危
機
が
問
題
と
な
っ
た
｡

こ
の
よ
う
な
条
件
が
作
用
し
て
､
米
国
の
対
韓
援
助
は

一
九
五
七
年
の
三
位
二

千
万
ド
ル
を
ピ
ー
ク
に
､
五
八
年
が
二
股
六
千
万
ド
ル
'
五
九
年
が
二
億

一
千

万
ド
ル
､
六

〇
年
が
二
億
四
千
万
ド
ル
､
六

一
年
が
二
倍
ド
ル
と
､
減
少
傾
向

牽

不
し
て
い
っ
璽

米
国
の
対
韓
援
助
削
減
は
直
ち
に
韓
国
経
済
に
深
刻
な
経
済
危
機
を
も
た
ら

し
た
｡
朝
鮮
戦
争
休
戦
以
後
､
米
国
の
対
韓
援
助
は
専
ら
当
面
の
休
戦
と
い
う

準
戦
時
状
態
下
で
の
韓
国
の
軍
事
力
の
維
持
と
､
そ
れ
を
支
え
る
た
め
の
政
治

的
､
経
済
的
な
安
定
を
確
保
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
o
そ
の
た
め
'

一
九
五

三
年
か
ら

一
九
六
四
年
ま
で
の
全
期
間
に
お
い
て
､
対
韓
援
肋
の
見
返
り
資
金

(援
助
物
資
を
国
内
で
売
却
し
て
得
た
ド
ル
貨
覇
と
等
価
の
ホ
ワ
ン
資
金
)
総

'F;)

額
の
四
三
%
が
国
防
予
算
に
直
接
投
与
さ
れ
た
O
そ
し
て
､
産
業
資
本
の
基
盤

と
な
る
設
備
部
門

へ
の
投
与
は
援
助
全
休
の

7
五
%
に
過
ぎ
な
か

っ
た
の
で
あ

(T))
る
｡
こ
の
よ
う
な
近
視
眼
的
な
対
韓
援
助
に
支
え
ら
れ
た
当
時
の
韓
国
経
済
は

自
立
的
な
産
業
基
盤
が
十
分
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
､
対
外
的
に
脆
弱
な
体
質
を

も

っ
て
い
た
の
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
､
米
国
の
対
韓
援
助
の
削
減
に
よ
っ
て
'

韓
国
に
お
け
る

｢自
立
経
済
｣'
す
な
わ
ち
国
際
収
支
の
均
衡
を
必
要
条
件
と

す
る
経
済
発
展
の
実
現
と
い
う
課
題
が
急
浮
上
し
た
の
で
あ
り
､
｢自
立
経
済
｣

確
立
の
た
め
の
資
本
を
確
保
す
る
こ
と
が
当
面
の
韓
国
経
済
の
課
題
と
な
っ
た
｡

そ
し
て
､
張
勉
及
び
朴
正
艶
州軍
事
政
権
は
i.i3本
か
ら
の
資
本
導
入
を
積
極
的
に

∴
∵

追
求
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
｡

ま
た
､
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
成
立
当
初
か
ら
､
自
由
主
義
的
資
本
主
義

体
制
の
維
持

･
確
立
こ
そ
最
善
の
反
共
政
策
で
あ
る
と
い
う
理
念
を
堅
持
し
'

対
外
援
助
な
ど
の
財
政
負
担
を
同
盟
国
に
分
担
さ
せ
る
こ
と
を
対
外
政
策
の
支

(23)

柱
と
し
て
い
た
｡
そ
し
て
､
そ
れ
は
米
国
財
政
の
悪
化
で
よ
り
切
実
な
問
題
と

な

っ
た
O
そ
こ
で
､
米
国
が
ア
ジ
ア
に
お
け
る
同
盟
国
と
し
て
最
も
重
視
し
た

日
本
に
対
し
て
対
韓
援
助
の
分
担
､
い
わ
ゆ
る

｢
肩
代
わ
り
｣
問
題
を
提
起
し
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た
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
'
米
国
の
経
済
復
興
優
先
政
策
の
下
で
順
調
に
経
済
成

長
を
遂
げ
た
日
本
も
､
米
国
の
こ
の
よ
う
な
要
求
に
応
え
る
こ
と
で
国
際
的
地

(朗)

位
の
向
上
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
｡
ま
た
､

一
九
六

〇
年
か
ら
の
急
速
な

日
韓
接
近
に
同
調
し
て
､
日
本
財
界
が
対
韓
経
済
進
出
に
積
極
的
に
な
っ
た
こ

と
も
重
要
で
あ
る
｡

一
九
五
五
年
以
降
､
日
本
の
経
済
成
長
は
輸
出
と
設
備
投

資
が
主
導
し
て
き
た
も
の
の
'
そ
れ
が
輸
入
の
急
増
を
引
き
起
こ
し
'
国
際
収

支
が
悪
化
す
る
と
か
え
っ
て
景
気
を
抑
制
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
繰
り
返
し

て
き
た
｡
故
に
､
財
界
は
日
本
経
済
の
成
長
の
限
界
を

｢国
際
収
支
の
天
井
｣

と
呼
び
､
そ
の
天
井
を
い
か
に
し
て
高
め
る
か
を
重
要
な
課
題
と
し
て
き
た
｡

そ
の
よ
う
な
日
本
経
済
の
状
況
が
､

1
九
六

〇
年
以
後
に
お
け
る
韓
国
政
府
の

対
日
積
極
姿
勢
を
好
機
と
し
て
､
財
界
に
よ
る
韓
国
の
経
済
的
価
値
の
再
評
価

(2)

を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
O

こ
の
よ
う
に
､

l!
九
六

〇
年
頃
よ
り
米
国
の
対
韓
援
助
削
減
を
契
機
と
し
て
､

韓
国
に
お
け
る

｢自
立
経
済
｣
確
立
及
び
韓
国
政
肘
の
日
本
資
本
導
入
の
動
き
､

そ
し
て
日
本
政
府
の
対
米
協
調
外
交
と
日
本
財
界
の
韓
国
再
評
価
が
相
挨
っ
て
､

日
本
の
対
韓
経
済
協
力
問
題
が
台
頭
し
た
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
､
日
本
の
対
韓

経
済
協
力
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
韓
国
経
済
の
深
刻
化
に
伴

っ
て
､
請
求
性
交
渉

に
お
い
て
次
第
に
明
確
化
す
る
と
､
い
よ
い
よ
日
米
韓
三
国
は
日
韓
会
談
の
早

急
な
妥
結
を
追
求
せ
ざ
る
を
碍
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
｡
で
は
､

一
九
六
二
年

三
月
か
ら

〓

l月
ま
で
の
請
求
権
交
渉
の
最
も
重
要
な
背
景
と
し
て
､
日
本
'

韓
国
'
米
国
に
お
い
て
'
請
求
権
と
経
済
協
力
が
ど
の
よ
う
に
関
係
付
け
ら
れ

て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
､
章
を
改
め
て
整
理
を
し
て
お
き
た
い
｡

第
二
葦

日
米
韓
各
国
に
お
け
る
請

求

権

と
経

済

協

力

と

L,;
世
･.:･･.:.A.!

元
来
､
植
民
地
支
配
の
清
算
と
い
う
戦
後
処
理
的
性
格
を
有
す
る
対
日
請
求

権
と
､
韓
国
の
経
済
開
発
を
名
目
と
す
る

(そ
れ
は
日
本
企
業
の
市
場
拡
大
と

い
う
意
味
に
お
い
て
日
本
の
利
益
で
も
あ
る
)
対
韓
経
済
協
力
は
別
次
元
の
問

題
で
あ
る
｡
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
あ
る
国
家
か
ら
他
の
国
家
へ
大
規
模
な
資
金

が
提
供
さ
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
共
通
す
る
が
故
に
､
請
求
権
と
経
済
協
力

が
リ
ン
ク
さ
れ
や
す
い
関
係
に
あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
｡
ま
た
'
韓
国

に
お
け
る
経
済
開
発
の
推
進
が
そ
の
政
治
的

･
経
済
的
安
定
を
創
出
す
る
と
い

う
冷
戦
的
発
想
も
ま
た
こ
れ
ら
の
-
ン
ケ
ー
ジ
を
促
進
し
た
で
あ
ろ
う
｡
い
ず

れ
に
し
て
も
請
求
権
と
経
済
協
力
を
ど
の
よ
う
に
関
連
さ
せ
る
か
と
い
う
問
題

は
日
米
韓
三
国
の
政
府
が
お
か
れ
た
国
際
的

･
国
内
的
状
況
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
て
い
た
｡
以
下
､
日
本
､
韓
国
､
米
国
と
順
を
遣

っ
て
､
そ
れ
ぞ
れ

の
交
渉
方
針
を
検
証
す
る
こ
と
に
す
る
｡

そ
も
そ
も
日
韓
会
談
は
､
米
国
に
よ
る
会
談
開
催
に
対
す
る
L
j力
が
あ
っ
た

と
は
い
え
､
請
求
権
問
題
に
し
て
も
､
漁
業
問
超
に
し
て
も
､
韓
国
側
か
ら
の

問
題
提
起
を
契
積
と
し
て
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
り
､
日
本
側
は
韓
国
側
の
提
案

178
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に
対
し
て
､
防
衛
的
に
対
処
す
る
の
み
で
あ
っ
た
｡
し
か
し
.な
が
ら
､

i
九
六

〇
年
か
ら
の
日
韓
会
談
で
対
日
請
求
権
が
具
休
的
に
討
議
さ
れ
る
段
階
に
至

っ

て
､
日
本
政
府
は
請
求
権
問
題
に
対
韓
経
済
協
力
を
-
ン
ク
さ
せ
る
方
法
を
検

討
し
始
め
た
｡
外
務
省
は

1
九
六

〇
年

一
〇
月
か
ら
の
第
正
次
会
談
を
前
に
し

て
'
｢対
韓
経
済
技
術
協
力
に
関
す
る
予
算
措
置
に
つ
い
て
｣
と
題
す
る
内
部

文
書
を
作
成
し
た
o
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
｡

財
産
請
求
権
問
題
は

一
種
の
棚
上
げ
に
す
る
方
が
適
当
で
あ
る
.
そ
の

7

万
で
日
韓
会
談
妥
結
の
た
め
に
韓
国
に
何
ら
か
の
経
済
協
力
を
す
る
必
要
が

あ
る
｡
我
が
国
に
と

っ
て
も
'
過
去
の
償
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
し
に
韓
国

の
将
来
に
寄
与
す
る
と
い
う
趣
旨
な
ら
ば
'
か
か
る
経
済
的
援
助
を
行
な
う

ハ2)

意
義
あ
り
と
認
め
ら
れ
る
｡

こ
れ
に
は
さ
ら
に
､
こ
の
文
書
を
閲
覧
し
た
外
務
省
幹
部
の
意
見
と
し
て
､

｢無
償
援
助
は
韓
国
側
請
求
を
す
べ
て
放
棄
せ
し
め
る
の
で
な
け
れ
ば
国
内
で

支
持
与
え
ら
れ
な
い
｣
と
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
｡

つ
ま
り
､
日
本
側
は
対
日

請
求
促
を
議
論
す
る
以
前
に
韓
国
側
に
請
求
権
を
放
棄
さ
せ
て
､
謝
罪
の
意
味

を
含
ま
な
い
経
済
協
力
に
よ
っ
て
決
着
を
図
る
方
針
を
決
定
し
て
い
た
の
で
あ

る
｡
こ
の
日
本
側
の

｢経
済
協
力
方
式
｣
は
ま
さ
に
請
求
権
交
渉
を

｢決
し
て

日
本
の
指
に
な
ら
な
い
｣
か
た
ち
で
妥
結
さ
せ
る
た
め
の

｢
妙
案
｣
で
あ

っ
た

吐乳
E

と

い
え
る

｡

ゆ
え
に
､
日
本
側
は
第
五
次
会
談
以
後
の
請
求
権
交
渉
に
お
い
て
'
①
韓
国

側
の
議
論
の
矛
盾
や
弱
点
を
厳
し
-
追
及
し
て
対
日
請
求
権
を
放
棄
さ
せ
､
②

そ
の
代
わ
り
に
､
韓
国
に
対
す
る
経
済
協
力
を
実
施
す
る
こ
と
で
合
意
を
図
る

こ
と
を
基
本
方
針
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
､
従
来
の
消
極
姿
勢
を
転
換
し
て
積

極
姿
勢
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
｡

但
し
'
こ
こ
で
付
言
す
べ
き
こ
と
は
､

一
九
五

〇
年
代
よ
り
日
本
が
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
に
実
施
し
た
賠
償
支
払
の
実
態
に
照
ら
し
て
み
る
と
､
｢
経
済
協
力

方
式
｣
が

1
九
六

〇
年
と
い
う
時
点
に
お
い
て
突
然
現
れ
た
発
想
で
は
な
-
､

む
し
ろ
そ
れ
が
戦
後
日
本
の
賠
償
政
策
の
延
長
線
上

にあ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
｡
外
務
省
内
に
設
置
さ
れ
た
賠
償
問
題
研
究
会

が刊
行
し
た

『
日
本
の
賠

償
-
そ
の
現
状
と
問
題
点
･=-･･-A
に
よ
れ
ば
､
｢
そ
も
そ
も
賠
償
は
､
戦
争
中
わ

が
国
が
与
え
た
損
害
と
苦
痛
の
償
い
で
あ
り
､
賠
償
の
実
施
は
わ
れ
わ
れ
の
義

務
の
履
行
｣
で
あ
っ
た
｡
し
か
し
､
賠
償
は
そ
れ
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は

な
-
､
｢将
来
に
向

つ
て
'
今
後
の
日
本
と
求
償
国
と
の
政
治
的
､
経
済
的
関

係
の
基
礎
を
築
-
も
の
｣
で
あ

っ
て
､
故
に
賠
償
そ
の
も
の
が

｢
一
種
の
経
済

協
力
と
い
う
べ
き
性
格
を
帯
び
て
｣
い
る
と
考
え
ら
れ
た
｡
日
本
側
の

｢経
済

協
力
方
式
｣
を
検
討
す
る
に
際
し
て
は
､
外
務
省
を
中
心
と
す
る
こ
の
よ
う
な

(姐
)

発
想
も
念
頭
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
｡

一
方
'
韓
国
政
府
は
四

･
一
九
革
命
以
後
'
対
日
関
係
の
改
善
を
外
交
の
最

179 日韓会談における請求権交渉の政治的妥結

工



優
先
課
題
と
し
て
掲
げ
て
､
日
本
か
ら
の
資
本
導
入
に
横
棒
的
な
姿
勢
を
示
し

て
い
た
｡
し
か
し
､
韓
国
側
は
請
求
擬
問
題
と
経
済
協
力
問
題
を
あ
く
ま
で
別

個
の
問
超
で
あ
る
と
い
う
姿
勢
を
堅
持
し
た
｡
第
五
次
会
談
が
行
わ
れ
て
い
た

1
九
六

山
年
二
月
三
日
､
民
議
院
は

｢韓

･
口
関
係
に
関
す
る
決
議
案
｣
を
可

決
し
た
｡
全
四
項
か
ら
な
る
決
議
案
の
う
ち
､
第
二
項
に

｢正
式
国
交
は
両
国

間
の
歴
史
的
で
重
要
な
懸
案
問
題
の
解
決
'
そ
の
中
で
も
特
に
日
本
の
強
占
に

よ
る
我
々
の
損
害
と
苦
痛
の
清
算
が
あ
っ
た
後
に
の
み
成
立
す
る
｣
こ
と
が
謡

わ
れ
'
第
四
項
に

｢現
行
の
通
商
以
外
の
韓

･
日
経
済
協
力
は
ど
の
よ
う
な
形

態
で
あ
る
か
に
拘
わ
ら
ず
､
正
式
国
交
が
開
始
さ
れ
た
後
か
ら
国
家
統
制
下
に

我
々
の
経
済
発
展
計
画
に
照
ら
し
て
r
国
内
産
業
が
侵
蝕
さ
れ
な
い
範
囲
内
で

(29)

の
み
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｣
と
謡
わ
れ
た
｡

つ
ま
り
､
早
急
な
対
日

復
交
を
目
指
す
張
勉
政
権
に
対
し
て
､
韓
国
国
会
は
請
求
柾
問
超
を
純
粋
に
解

決
し
た
う
え
で
､
経
済
協
力
問
題
を
検
討
す
べ
き
だ
と
い
う
意
志
を
明
確
に
し

た
の
で
あ
る
｡

ま
た
､
張
勉
政
権
か
ら
軍
事
政
権
に
な
っ
て
か
ら
･G
､
公
式
的
に
は
上
記
の

方
針
は
堅
持
さ
れ
た
o

l
九
六

一
年

一
心
月

一
二
日
に
東
京
で
池
田

･
朴
正
配
州

首
脳
会
談
で
､
朴
正
照
は
①
対
日
請
求
権
は
賠
償
的
な
も
の
で
は
な
く
'
事
務

的
に
資
料
を
当
た
っ
て
計
算
す
べ
き
で
あ
り
､
②
請
求
低
を
厳
密
に
絞
る
代
わ

り
･Li
､
経
済
協
力
資
金
を
韓
国
側
に
有
利
な
形
で
供
与
す
る
と
い
う
日
本
側
の

主
張
を
受
け
･入
れ
た
｡
し
か
し
､
会
談
後
に
L汀
わ
れ
た
記
者
会
見
で
､
朴
正
配
叫

は

｢
対
日
請
求
権
と
経
済
協
力
を
分
離
し
1･<
け
れ
ば
な
ら
な
い
｣
と
語
り
､
韓

0

国
の
世
論
が
懸
念
す
る
経
済
協
力
に
よ
る
請
求
権
問
題
の
解
決
と
い
う
方
法
を

路

(?.)

否
定
し

た

｡

し
か
し
な
が
ら
､
韓
国
に
お
い
て
､
対
日
請
求
権
ま
た
は
日
本
か
ら
の
賠
償

を
経
済
開
発
資
金
に
充
て
る
と
い
う
発
想
は
実
に
解
放
直
後
か
ら
存
在
し
て
い

た
｡
例
え
ば
､

l
九
四
七
年

lJ
j
月
の

『朝
鮮
銀
行
調
査
月
報
』
に
掲
載
さ
れ

た

｢対
日
通
貨
補
償
要
求
の
貫
徹
｣
と
適
さ
れ
た
小
論
は
､
ま
ず

｢朝
鮮
経
済

の
再
建
に
は
外
国
資
材
の
注
入
が
不
可
欠
で
あ
る
｣
と
述
べ
た
う
え
で
､
｢
外

国
資
材
の
輸
入
は
､
外
貨
の
獲
得
を
先
決
問
題
と
す
る
O
貿
易
な
ど
朝
鮮
の
国

際
収
支
の
現
状
を
み
る
と
き
､
こ
の
よ
う
な
建
設
相
の
一
方
的
輸
入
資
金
の
調(G)

達
方
法
は
結
局
賠
償

(対
日
)
か
借
款
(対
米
)を
獲
得
す
る
方
法
し
か
な
い
｣

と
主
張
し
て
い
る
｡

そ
し
て
､
公
式
的
に
は
請
求
権
と
経
済
協
力
の
分
離
解
決
を
表
明
し
た
軍
事

政
権
は
､

一
九
六

一
年
七
月

一
八
日
付
の
内
閣
首
班
宋
轟
講
の
指
示

によ
り
､

財
務
部
長
官
李
漢
彬
を
委
員
長
と
し
て
'
外
務
部
次
官
朴
東
銀
､
前
建
設
部
次

官
車
均
南
ら
農
林
部
､
商
工
部
､
国
防
部
'
経
済
企
画
院
の
人
員
を
メ
ン
バ
ー

と
す
る

｢対
米
交
渉
案
作
成
特
別
委
員
会
｣
を
構
成
し
た
｡
同
委
員
会
は
同
年

七
月
二
六
口
付
け
で

｢対
米
交
渉
案

内
答
各
項
に
対
す
る
研
究
報
告
書
｣
と

い
う
小
冊
子
を
作
成
し
た
が
､
そ
の
中
で
外
務
部
は
自
ら
が
担
当
し
た

｢韓
日

仙関
係
の
再
詞
故
正｣
と
い
う
一項
目
に
お
い
て
､
油哨
求
払惟
交
紘
一に
対
す
る
展
望
を
示



し
た
｡
そ
れ
に
よ
る
と
'
ま
ず
外
務
部
は
対
日
請
求
止惟
問
題
の

｢日
的
｣
に
つ

い
て
､
｢韓
日
会
談
の
懸
案
問
題
の

一
つ
で
あ
る
韓
国
の
対
日
請
求
権
問
題
が

解
決
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
､
韓
国
側
が
受
け
戟
る
弁
済
額
を
韓
国
経
済
再
建

の
た
め
に
使
周
す
る
も
の
と
す
る
｣
と
明
示
し
た
｡
そ
の
う
え
で
外
務
部
は
請

求
権
交
渉
の

｢
現
況
｣
に
つ
い
て
､
①
韓
国
側
の
請
求
項
目
に
は
法
的
根
拠
が

不
確
実
で
あ

っ
た
り
､
戦
後
処
理
の
責
任
を
引
き
受
け
た
米
国
の
見
解
と
椙
反

す
る
項
目
な
ど
強
行
し
か
た
い
も
の
が
あ
る
､
②
日
本
側
と
の
資
料
対
照
に
よ
っ

て
請
求
権
の
規
模
が
減
少
す
る
可
能
性
が
あ
る
､
③
対
日
平
和
条
約
第
四
条
の

解
釈
に
つ
い
て
最
終
的
に
は
日
本
側
の
見
解
に
譲
歩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
､
④
請
求
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
平
和
線

(李
ラ
イ
ン
)
問
題
と

関
連
づ
け
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
と
分
析
し
て
､
日
本
側
に
対
し
て
相
当
譲
歩
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
厳
し
い
見
通
し
を
示
し
た
の
で
あ
る
｡

そ
の
う
え
で
､

外
務
部
は
韓
国
政
府
の
立
場
と
し
て
､
｢
請
求
限
度
が
減
少
さ
れ
る
の
は
必
然

的
で
あ
る
こ
と
に
照
ら
し
て
'
そ
の
減
少
限
度
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
に
あ
る

(誠)

だ
ろ
う
｣
と
述
べ
た
の
で
あ
る
｡

請
求
権
交
渉
に
お
い
て
対
日
請
求
権
の
異
体
的
討
議
が
継
続
し
て
い
た
段
階

で
､
外
務
部
が
既
に
こ
の
よ
う
な
分
析
を
行

っ
て
い
た
こ
と
は
政
治
的
妥
結
段

階
に
お
け
る
韓
国
側
の
交
渉
方
針
を
考
察
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
｡
す
な
わ

ち
､
外
務
部
は
韓
国
の
経
済
開
発
の
た
め
に
請
求
権
を
名
目
と
す
る
多
額
の
資

金
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
対
日
請
求
権
の
規
模
自
体
が
そ
の
具
体

的
討
議
の
結
果
と
し
て
相
当
減
少
す
る
と
判
断
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡
し
か
し
'

対
日
請
求
権
そ
の
も
の
を
放
棄
す
る
と
い
う
発
想
は
韓
国
政
府
に
お
い
で
も
､

韓
国
の
世
論
に
お
い
て
も
皆
無
で
あ

っ
た
o
L
た
が

っ
て
'
外
務
部
を
は
じ
め

と
す
る
韓
国
政
府
は

日
本
側
が
異
体
的
な
金
額
の
提
示
な
ど
を
し
て
い
な
い
こ

と
を
理
由
に
､
｢実
質
的
に
受
け
取
り
得
る
金
額
は
現
在
の
段
階
に
お
い
て
算

(33)

出
L
が
た
い
｣
と
結
論
付
け

つ
つ
､
当
面
は
請
求
権
に
よ
る
資
金
の
規
模
を
経

済
開
発
に
充
当
す
る
に
値
す
る
範
囲
に
と
ど
め
る
た
め
の
方
案
を
追
求
せ
ざ
る

を
得
な
か

っ
た
の
で
あ
る
｡

最
後
に
､
請
求
権
問
題

へ
の
介
入
を
決
め
た
米
国
の
立
場
を
確
認
し
て
お
-
0

ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は

一
九
六

7
年

H

月
の
朴
正
解
国
家
再
建
最
高
会
議
議
長
の

訪
米
に
先
立

っ
て
､
米
国
務
省
内
に
韓
国
特
別
委
員
会
を
設
置
し
た
｡
同
委
員

会
が
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
に
建
議
し
た

r米
国
務
省
韓
国
関
係
報
告
書
｣
に
よ
れ

ば
､
米
国
が
日
韓
関
係
に
つ
い
て
と
る
べ
き
立
場
と
し
て
､
①
現
在
が
日
韓
会

談
を
妥
結
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
'
②
対
日
請
求
権
の
範
囲
は
直
接
日
韓
両

国
が
討
議
す
べ
き
問
題
で
あ
る
が
､
韓
国
が
北
朝
鮮
の
請
求
権
を
主
張
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
支
持
し
な
い
と
し

つ
つ
､
③

｢韓
国
政
肘
は
対
日
請
求

権
問
題
の
妥
結
と
並
行
し
て
､
韓
国
の
経
済
発
展
を
促
進
し
得
る
有
望
な
方
案

と
し
て
の
日
本
の
対
韓
経
済
援
助
の
供
与
意
志
を
簡
極
活
用
す
る
方
向
に
最
善

を
尽
-
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｣
と
述
べ
た
｡
さ
ら
に
'
同
報
告
書
は
米
国
が
対
日

請
求
権
を
あ
る
程
度
相
殺
す
る
と
見
な
し
て
い
た
韓
国
政
府
に
婦
属
し
た
旧
臼

181 E]韓会談における請求権交渉の政治的妥結



本
人
財
産
を
約
二
三
億
ド
ル

(北
朝
鮮
部
分
は
二
九
億
ド
ル
)
と
見
積
も

っ
て

(7.I
い
た｡

こ
の
よ
う
に
､
米
国
は
対
日
請
求
権
の
範
囲
に
つ
い
て
は
日
韓
両
国
の
問
題

と
し
な
が
ら
も
､
韓
国
に
対
し
て
日
本
の
経
済
協
力
を
積
極
利
用
す
る
よ
う
に

は
た
ら
き
か
け
る
方
向
で
､
日
韓
会
談
に
積
極
介
入
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ

る
｡
た
だ
し
'
日
韓
問
題
に
対
す
る
慎
重
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
調
す
る
国
務
省

が
対
日

･
対
韓
政
策
を
担
当
し
て
い
た
た
め
､
米
国
は
依
然
と
し
て
､
日
韓
会

談
の
表
舞
台
に
は
現
れ
る
こ
と
な
-
､
裏
舞
台
で
活
動
す
る

｢
触
媒
｣
(
c
a
Pa

(LJ.iiS)

･
ly
s
t)
の
立
場
の
堅
持
を
確
認
し
て
い
る
｡
そ
し
て
､
李
超
克
が
明
ら
か
に

し
た
よ
う
に
､
実
際
に
米
国
政
府
は

｢韓
国
が
賠
償
的
色
彩
の
諭
来
聴
を
放
棄

す
る
代
わ
り
に
､
韓
国
の
経
済
開
発
の
た
め
の
応
分
の
負
担
を
日
本
に
要
求
す

3和酌

る
と
い
う
構
図
｣
を
打
ち
出
し
て
い
ノ＼
の
で
あ
る
｡

以
上
の
よ
う
に
､

一
九
六

〇
年

一
〇
月
か
ら
日
韓
会
談
に
お
い
て
対
日
請
求

権
の
具
体
的
討
議
が
展
開
さ
れ
て
い
た
段
階
で
'
日
本
は
韓
国
側
の
対
日
請
求

柾
の
放
棄
を
前
提
と
し
た
経
済
協
力
に
よ
る
請
求
権
問
題
の
解
決
を
､
韓
国
は

対
日
請
求
轍
を
主
張
し
っ
つ
も
日
本
側
の
交
渉
方
針

へ
の
譲
歩
を
'
そ
し
て
米

国
は
韓
国
に
は

｢請
求
権
｣
と
い
う
名
目
に
対
す
る
譲
歩
を
､
そ
し
て
日
本
に

は
金
額
に
対
す
る
譲
歩
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡
し
か
も
､
前

章
で
検
討
し
た
よ
う
に
､
日
米
韓
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
交
渉
方
針
は
い
ず
れ
も

米
国
の
対
韓
援
助
削
減
に
伴

っ
て
逼
迫
化
し
た
韓
国
の
経
済
開
発
と
い
う
課
題

を
重
要
な
背
景
と
し
て
し
て
敢
在
化
し
た
の
で
あ

っ
た
る
｡
し
か
し
な
が
ら
､

こ
こ
で
強
調
す
べ
き
こ
と
は
請
求
権
と
経
済
協
力
'
あ
る
い
は
賠
償
と
経
済
開

発
の
リ
ン
ケ
:
シ
と
い
う
発
想
自
休
は

i
九
六

〇
年
頃
に
な

っ
て
初
め
て
構
想

さ
れ
た
も
の
で
は
な
ノ＼

韓
国
で
は
解
放
直
後
か
ら
'
日
本
で
も
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
と
矢
継
ぎ
早
に
賠
償
協
定
を
締
結
し
た

11
九
五

〇
年
代
か
ら
'
既
に
存
在

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
そ
し
て
､
請
求
権
交
渉
と
い
う
表
舞
台
で
植

民
地
支
配
の
清
算
と
い
う
戦
後
処
理
的
課
題
に
重
き
を
お
-
対
日
請
求
権
の
実

務
的
解
決
が
模
索
さ
れ
て
き
た
過
程
に
お
い
て
'
請
求
権
協
定
締
結
後
の
経
済

協
力
あ
る
い
は
経
済
開
発
を
重
視
す
る
交
渉
方
針
が
実
務
的
解
決
に
対
す
る
有

力
な
オ
ー
ル
タ
ナ
テ
ィ
ナ
と
し
て
､
各
国
政
府
内
で
そ
れ
ぞ
れ
秘
密
性
に
t
か

つ
着
々
と
検
討
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
0

で
は
'
実
際
の
交
渉
過
程
に
お
い
て
､
請
求
権
を
め
ぐ
る
こ
の
二

つ
の
交
渉

方
針
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
を
次
章
で
論
じ
る
こ
と
に

す
る
｡

第

三

章

請

求

権

交
渉
の
政
治
的
妥
結
過
程
～

山
九
六
二
年

二
月
か
ら

二

一月
ま
で
-

1

小
坂

･
崖
徳
新
外
相
会
談
--

｢官
僚
的
攻
勢
｣
と

｢政
治
的
守
勢
｣

の
構
図

182
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前
章
で
確
認
し
た
日
本
政
府
及
び
韓
国
政
府
の
請
求
権
交
渉
に
対
す
る
外
交

方
針
を
勘
案
す
る
と
､

7
九
六

山
年

一
〇
月
以
後
の
請
求
権
交
渉
の
展
開
に
つ

い
て
､
例
え
ば
李
錘
元
が
提
示
す
る
よ
う
な

｢韓
国
軍
事
政
権
=
政
治
的
攻
勢
｣

､LTJ)

｢池
田
政
権
-

官
僚
的
守
勢
｣
と
い
う
構
図
に
は
留
保
が
必
要
で
あ
る
｡
確
か

に
､
五

･
l
六
ク
ー
デ
タ
ー
,以
後
､
朴
正
配
州政
権
は
日
韓
会
談
に
つ
い
て
､
旧

来
の
実
務
折
衝
と
遊
行
し
て
政
治
折
衝
を
行
う
こ
と
を
日
本
側
に
提
案
し
､
そ

の
結
果
､

一
九
六

山
年

二

月
の
ラ
ス
ク

(
r)
ean
lt
u
s
k
)
米
国
持
長
官
の

訪
日

･
訪
韓
'
朴
正
a
'議
長
の
訪
日

･
訪
米
が
実
現
し
た
.
ま
た
､

7
九
六
二

年

山
月
に
は
杉
道
助
日
本
側
首
席
代
表
と
豪
義
換
韓
国
側
首
席
代
表
と
の
会

合

に
お
い
て
､
同
年
五
月
ま
で
の
日
韓
条
約
調
印
を

目
指
す
と
い
う
早
急
な
内
容

(38)

の
合
意
が
成
立
し
た
の
も
韓
国
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
と
い
え
よ
う
｡

し
か
し
な
が
ら
'
韓
国
政
街
が
こ
の
よ
う
な

｢政
治
的
攻
勢
｣
を
展
開
し
た
背

景
に
は
先
述
の
と
お
り
､
対
日
請
求
轍
に
対
す
る
厳
し
い
認
識
及
び
請
求
金
額

の
減
少
を
最
小
限
に
す
る
と
い
う
意
図
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
｡
同
時
に
､
日
本

政
桁
は
法
理
論
と

｢
証
拠
主
義
｣
を
駆
使
し
て
､
韓
国
側
に
対
日
請
求
権
を
放

棄
さ
せ
る
こ
と
を
対
韓
経
済
協
力
の
前
提
と
し
て
い
た
の
で
あ
り
､
韓
国
側
の

｢
攻
勢
｣
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
請
求
権
交
渉
の
場
に
お
い
て
､
経
新
開
発
を
緊

急
課
題
と
す
る
韓
国
側
に
対
し
て
､
日
本
側
の
有
利
性
は
明
ら
か
で
あ

っ
た
O

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
'

一
九
六
二
年
三
月
か
ら
始
ま
る
請
求
権
交
渉
の
政
治

的
妥
結
の
過
程
は
､
む
し
ろ

｢韓
国
軍
事
政
低
-
政
治
的
守
勢
｣
｢池
EB
政
権
=

官
僚
的
攻
勢
｣
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

さ
て
t

li
九
六
二
年
三
月

二

一日
の
外
相
会
談
の
準
備
作
業
と
し
て
'
日
韓

間
の
意
見
を
調
整
す
る
壕
と
な
る
は
ず
で
あ

っ
た
同
月
六
日
の
請
求
権
委
員
会

第

一
一
回
会
合
は
､
実
際
に
は
日
韓
双
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
請
求
権
に
対
す
る
原

則
的
立
場
を
ぶ
つ
け
合
う
場
と
な

っ
た
｡
ま
ず
､
日
本
側
は
､
対
日
請
求
権
は

韓
国
の
管
轄
権
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
と
主
張
す
る
と
と
も
に
､
第
五
次
会

談

で
未
解
決
だ

っ
た
韓
国
政
肘
の
帰
属
財
産
取
得
と
対
日
請
求
権
と
の
関
連
問
題

(re
tc
v
a
n
t
c
ta
u
s
e
)
を
改
め
て
持
ち
出
し
た
の
で
あ

っ
た
.
こ
れ
に
対
し
て

韓
国
側
は
'
韓
国
政
府
は
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
唯

l一
の
合
法
政
府
で
あ
る
と
い

う
前
提
か
ら
'
対
口
請
求
権
に
つ
い
て
も
北
朝
鮮
部
分
の
請
求
権
も
要
求
し
た
｡

ま
た
､
対
日
請
求
八
項
目
は
韓
国
政
府
の
帰
属
財
産
取
得
を
考
慮
に
入
れ
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
従
来
か
ら
の
主
張
を
繰
り
返
し
た
｡
そ
れ
ば
か
り
で
な
-
､

韓
国
側
は
対
日
請
求
権
は
陪
償
的
な
も
の
で
は
な
く
'
す
べ
て
法
的
根
拠
を
も

っ

て
い
る
と
再
論
し
て
､
対
口
請
求
権
の
放
棄
を
促
す
日
本
側
の
姿
勢
を
暗
示
的

(鍋
)

に
批
判
し
た
｡

こ
の
よ
う
に
'
法
理
論
を
通
じ
て
対
日
請
求
権
の
放
棄
を
迫
る
日
本
側
に
対

し
て
､
請
求
権
の
放
棄
を
論
外
と
す
る
韓
国
側
の
対
立
に
終
始
し
た
こ
と
に
よ

り
､

7
九
六

〇
年

一
〇
月
よ
り
継
続
し
て
き
た
対
日
請
求
権
の
異
体
的
討
議
に

つ
い
て
何
等
合
意
が
得
ら
れ
な
い
ま
ま
､
三
月

一
二
日
か
ら
小
坂

･
接
穂
新
外

相
会
談
が
東
京
で
開
か
れ
た
0

7
七
日
ま
で
五
回
の
会
合
が
も
た
れ
た
が
､
六
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日
の
討
論
が
繰
り
返
さ
れ
た
だ
け
で
､
具
休
的
な
金
額
の
提
示
さ
え
な
か
っ
た
｡

た
だ
し
'
注
目
す
べ
き
こ
と
は
こ
の
会
談
で
日
本
側
が
初
め
て
経
済
協
力
に
よ

る
解
決
案
を
提
示
し
た
こ
と
で
あ
る
｡
韓
国
側
は
請
求
権
の
名
目
で
無
償
援
助

を

一
括
支
払
い
す
る
と
い
う
合
意
案
を
提
示
し
た
の
に
対
し
て
'
日
本
側
は
そ

れ
を
拒
み
､
｢純
全
な
請
求
撤
支
払
い
に
長
期
低
利
借
款
の
形
式
で
補
強
し
て

(4)

韓
国
の
要
求
に
応
じ
よ
う
｣
と
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
｡

小
坂

･
崖
徳
新
外
相
会
談
で
示
さ
れ
た
日
韓
双
方
の
提
案
は
対
日
請
求
権
の

具
体
的
討
議
段
階
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
も
の
で

あ
っ
た
.
す
な
わ
ち
､
日
本
側
は
請
求
権
に
対
す
る
支
払
い
を
で
き
る
か
ぎ
り

少
額
に
し
て
､
借
款
を
ベ
ー
ス
に
し
た
対
韓
経
済
協
力
を
目
指
し
た
の
で
あ
り
､

韓
国
側
は
請
求
権
の
減
少
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
手
段
と
し
て
､
｢無
償
援
助
｣

に
よ
る
経
済
開
発
資
金
の
獲
得
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
｡
結
局
外
相
会
談
は

決
裂
し
た
も
の
の
'
三
月
二
二
日
に
蛮
義
襖
が
朴
正
熊
に
送

っ
た
会
談
の
結
果

報
告
書
が
示
す
よ
う

た
､
日
韓
双
方
が
相
手
の
請
求
権
問
題
の
政
治
的
解
決
案

(〓)

を
確
認
で
き
た
こ
と
は
こ
の
会
談
の
唯

1
の
成
果
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
.

二

予
備
折
衝
に
お
け
る
議
論
-
･実
務
的
路
線
に
よ
る
交
渉
と
そ
の
限

界

小
坂

∴
陸
棲
新
外
相
会
談
以
後
､
八
月
の
予
備
折
衝
に
至
る
ま
で
､
請
求
権

交
渉
は
日
本
政
府
と
韓
国
政
虹
m
が
そ
れ
ぞ
れ
の
巾文
‥結
実
の
内
部
調
整
に
専
心
す

爪4)

る

｢空
白
期
間
｣
に
入
っ
た
｡
そ
し
て
､
日
本
政
府
及
び
韓
国
政
府
内
部
に
お

い
て
､
小
坂

･
控
外
相
会
談
で
示
さ
れ
た
相
手
方
の
交
渉
方
針
に
対
し
て
強
硬

な
路
線
と
柔
軟
な
路
線
が
形
成
さ
れ
る
の
が
こ
の
時
期
で
あ
る
O

日
本
政
府
で
は
外
相
会
談
で
示
さ
れ
た
韓
国
側
の
提
案
に
対
し
て
二
つ
の
路

線
が
現
れ
た
｡
要
義
襖
が
桂
徳
新
に
送

っ
た
四
月
二

一
日
付
け
の
電
報
及
び
同

月
三

〇
目
付
け
の
会
談
状
況
報
告
書
に
よ
る
と
､
外
務
省
や
大
蔵
省
は
請
求
権

と
無
償
援
助
を
併
せ
て
最
大

一
億
五
千
万
ド
ル
か
ら
二
億
ド
ル
､
ま
た
大
平
正

芳
官
房
長
官
が
請
求
権
と
無
償
で

一
億
ド
ル

(う
ち
ヒ
干

～
八
千
万
ド
ル
が
請

求
権
部
分
)
に
加
え
て
､
長
期
低
利
借
款
で
三
-
四
億
ド
ル

(計
四
･-五
億
ド

ル
)
と
い
う
案
を
検
討
し
て
い
た
｡
韓
国
案
に
対
し
て
､
実
務
者
は
無
償
援
助

の
次
元
で
出
来
る
限
り
歩
み
寄
ろ
う
と
図
り
'
大
平
は
借
款
の
大
幅
な
増
額
に

(姻)

よ
っ
て
韓
国
の
要
求
す
る
金
額
に
応
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
｡

lf
方
､
韓
国
側
が
ど
の
よ
う
な
妥
協
案
を
検
討
し
て
い
た
か
は
詳
細
に
分
か

ら
な
い
が
､
七
月
先
口
に
蛮
義
嘆
が
朴
正
幣
に
送

っ
た
報
告
書
の
内
容
か
ら
､

借
款
の
補
強
に
よ
る
妥
結
に
柔
軟
な
朴
止
虻
∵

金
鍾
泌
ら
最
高
会
議
中
枢
部
の

方
針
と
'
強
硬
に
請
求
性
の
純
弁
済
と
無
償
援
助
に
よ
る
妥
結
を
主
張
す
る
崖

(44)

徳
新
ら
外
務
部
の
方
針
が
現
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
日
本
及
び
韓
国

にお
け
る
外
交
方
針
の
内
部
調
整
の
動
き
は
､

相
手
方
の
提
案
に
対
し
て
強
硬
な

｢実
務
的
路
線
｣
と
､
比
較
的
柔
軟
な

｢政

治
的
路
線
｣
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
｡
す
む.5わ
ち
､
日
本
側
で
は
請
求
権
lの

1&]



金
額
を
厳
密
に
絞
る
外
務
省
及
び
大
蔵
省
の
立
山場
が
前
者
で
あ
り
r
請
求
権
の

金
額
を
絞
り
つ
つ
も
､
借
款
の
増
額
に
よ
っ
て
韓
国
側
の
要
求
に
応
え
よ
う
と

す
る
大
平
の
立
場
が
後
者
で
あ
る
｡
ま
た
､
韓
国
側
で
は
あ
-
ま
で
請
求
権
の

穐
弁
済
及
び
無
償
援
助
に
よ
る
解
決
を
堅
持
す
る
楼
徳
断
ち
の
立
場
が
前
者
で

あ
り
､
金
朝
に
よ
っ
て
は
請
求
権
の
金
額
に
借
款
に
よ
る
補
強
を
も
受
け
入
れ

る
朴
正
殿
や
金
鍾
泌
ら
の
立
場
が
後
者
で
あ
る
O
た
だ
し
､
大
平
の
立
場
が
外

務
省
に
よ
る
請
求
権
の
金
額
を
土
台
に
し
て
い
る
こ
と
や
､
韓
国
外
務
部
が
請

求
権
の
相
当
な
減
額
の
可
能
性
を
認
識
し
て
い
た
よ
う
に
､
こ
の
二
つ
の
路
線

は
全
く
異
質
な
外
交
方
針
で
は
な
い
｡

つ
ま
り
､
日
本
側
で
は
請
求
権
を
で
き

る
限
り
絞
り
'
ひ
い
て
は
韓
国
側
に
請
求
権
を
放
棄
さ
せ
る
こ
と
を
､
韓
国
側

で
は
請
求
低
の
名
目
を
維
持
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
点
で
､
｢実
務
的
路
線
｣

も

｢政
治
的
路
線
｣
も
共
通
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡

｢空
白
期
間
｣
は
ま
た
米
国
が
駐
R

･
駐
韓
米
大
使
館
を
通
じ
て
'
日
韓
間

の

｢隠
密
の
情
報
提
供
者

｣
(confidentialin
for

m
ants
)
と
し
て
精
力

m絹)

的
な
介
入
活
動
を
展
開
し
た
時
期
で
も
あ

っ
た
｡
そ
の
よ
う
な
日
米
韓
に
よ
る

意
見
調
整
の
末
に
､
八
月
二

!
日
か
ら
第
二
次
政
治
会
談
の
た
め
の
実
務
者
に

よ
る
予
備
折
衝
が
東
京
の
外
務
省
で
行
わ
れ
た
｡
し
か
し
､
そ
の
予
備
折
衝
で

提
示
さ
れ
た
日
本
側
及
び
韓
国
側
の
妥
結
案
は
小
坂

･
珪
外
相
会
談
に
お
け
る

日
韓
対
立
を
克
服
す
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
.
ま
ず
､
八
月
二

一
日
の
第

一
回

会
合
で
日
本
側
は
①

l
九
六

一
年

H

月
の
池
凹

･
朴
正
難
会
談
で
請
求
権
は

十
分
に
法
的
根
拠
の
あ
る
魂消
求
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
'
②
魂消
成
.纏

の
範
囲
は
朝
鮮
半
島
南
部
に
限
ら
れ
る
､
③
米
国
の
対
日
平
和
条
約
の
解
釈
に

基
づ
-
韓
国
政
府
の
帰
属
財
産
の
取
得
と
対
日
請
求
権
と
の
関
連
を
考
慮
す
べ

き
で
あ
る
､
④
請
求
権
の
法
律
関
係
と
事
実
関
係
が
十
分
に
立
証
さ
れ
る
必
要

が
あ
り
'
立
証
の
責
任
は
請
求
す
る
韓
国
側
に
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
､
第
二
次

大
戦
後
の
混
乱
や
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
関
係
書
頓
の
消
失
な
ど
の
事
情
を
考
慮
し

て
も
請
求
轍
と
し
て
日
本
側
が
払
え
る
金
額
は
数
千
万
ド
ル
に
止
ま
る
と
羊
張

､帖
)

し
た
｡

そ
の
う
え
で
日
本
側
は
請
求
権
と
し
て
で
は
な
く
､
｢
韓
国
の
独
立
を
祝

っ

て
韓
国
に
お
い
て
の
民
生
安
定
と
経
済
援
助
を
す
る
｣
と
い
う
名
目
で
韓
国
側

に
無
償
の
経
済
協
力
資
金
を
提
供
す
る
と
い
う
案
を
示
し
て
'
八
月
二
四
日
の

第
二
次
会
合
で
さ
ら
に
日
本
側
は
撫
慣
援
助
で

一
億
五
千
万
ド
ル
､
そ
れ
以
外

(47)

に
最
期
低
利
借
款
を
考
慮
す
る
と
い
う
具
体
案
を
提
示
し
た
｡

ま
た
､
日
本
側
は
第

一
次
会
合
で
韓
国
側
の
主
張
す
る

｢請
求
権
｣
と

｢無

償
援
助
｣
の
名
目
を
併
用
す
る
案
に
つ
い
て
､
そ
の
場
合
無
償
援
助
が

｢請
求

権
の
変
形
な
い
し
偽
装
｣
で
あ
り
､
経
済
協
力
だ
と
日
本
国
民
に
説
明
し
て
も

{哨)

的
持
さ
れ
な
い
と
述
べ
て
､
こ
れ
を
否
定
し
た
｡

7
万
㌧
韓
国
側
は
八
月
二
四
円
の
第
二
次
会
合
で
日
本
側
の
提
案
に
対
し
て

全
面
的
に
反
論
し
た
｡
ま
ず
､
対
日
請
求
轍
に
つ
い
て
は
①
請
求
権
の
範
囲
は

朝
鮮
半
島
全
域
で
あ
り
､
②
韓
国
政
府
の
帰
属
財
産
取
得
は
請
求
権
を
主
張
す
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る
う
え
で
考
慮
さ
れ
て
お
り
'
③
請
求
は
法
的
根
拠
に
基
づ
-
も
の
で
あ
っ
て
､

立
証
の
不
可
能
な
部
分
は

｢条
甥
に
よ
る
推
算
で
補
完
す
べ
き
｣
で
あ
り
'
④

請
求
権
の
弁
済
に
は
金
額
の
清
算
と
い
う
意
味
の
み
で
は
な
-
､
｢
過
去
を
清

r.19)

算
す
る
｣
と
い
う
意
味
も
あ
る
の
だ
と
述
べ
て
'
そ
の
正
当
性
を
主
張
し
た
｡

し
た
が
っ
て
､
請
求
権
の
解
決
は

｢純
弁
済
｣
方
式
以
外
に
あ
り
得
な
い
が
､

日
本
側
の
事
情
を
考
慮
し
て

｢請
求
権
の
範
囲
内
｣
で
請
求
権
の
純
弁
済
と
し

て
三
億
ド
ル
'
無
償
援
助
三
億
ド
ル
と
い
う
案
を
韓
国
側
は
主
張
し
た
｡
そ
し

て
'
日
本
側
が
借
款
供
与
の
議
論
を
持
ち
か
け
よ
う
と
す
る
と
､
韓
国
側
はI?I,)

｢今
は
ま
だ
借
款
を
議
論
す
る
段
階
で
は
な
い
｣
と
述
べ
て
'
こ
れ
を
退
け
た
｡

こ
う
し
て
､
｢空
白
期
間
｣
に
お
け
る
日
米
韓
の
意
見
調
整
の
結
果
'
予
備

折
衝
で
現
れ
た
議
論
は
明
ら
か
に
日
本
側
及
び
韓
国
側
に
お
け
る

｢実
務
的
路

線
｣
の
対
立
で
あ
っ
た
O
そ
し
て
､

山
〇
月
二
〇
日
の
第

一
次
大
平

･
金
鍾
泌

会
談
直
前
の
第

二

次
会
合
ま
で
､
無
償
接
肋

一
億
五
千
万
ド
ル
に
借
款
の
補

充
を
主
張
す
る
日
本
側
と
､
純
弁
済
三
億
ド
ル
'
撫
償
援
助
三
億
ド
ル
､
合
計

3矧iZ

六
億
ド
ル
を
主
張
す
る
韓
国
側
と
の
議
論
は
平
行
線
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
っ
た
｡

た
だ
し
'
日
本
側
の
大
蔵
省
及
び
外
務
省
と
､
韓
国
側
の
外
務
部
に
代
表
さ

れ
る
日
韓
両
国
の

｢実
務
的
路
線
｣
が
全
-
妥
協
を
考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
.
九
月

一
七
日
に
蛮
義
襖
が
柾
徳
酢
に
送
っ
た
立
場
調
停
建

議
書
と
予
備
折
衝
の
議
論
の
内
容
を
検
討
す
る
と
､
日
本
側
は
無
償
援
助
の
金

額
に
つ
い
て
､

①
日
本
側

一
･
五
億
ド
ル
対
韓
国
別
六
億
ド
ル
案
の
は
か

に､

②
日
本
側

1
･
七
倍
ド
ル
対
韓
国
側
五
億
ド
ル
､
③
日
本
側
二
億
ド
ル
対
韓
国

側
四
億
ド
ル
と
い
う
カ
ー
ド
を
用
意
し
tL
t
韓
国
側
の
出
方
を
待

っ
て
い
た
0

そ
し
て
､
日
本
側
は
無
償
二
億
五
千
万
ド
ル
､
借
款
二
値
五
千
万
ド
ル
'
合
計

杓朗)

五
億
ド
ル
で
最
終
的
に
妥
結
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
｡

そ
れ
に
対
し
て
､
韓
国
側
は
朴
正
配
州か
ら
の
訓
令
に
従
っ
て
､
①
日
本
側

一
･

五
億
ド
ル
対
韓
国
側
六
億
ド
ル
か
ら
②
日
本
側
二
億
ド
ル
対
韓
国
側
五
億
ド
ル
'

③
日
本
側
二
･
五
億
ド
ル
対
韓
国
側
四

･
五
億
ド
ル
と
歩
み
寄
っ
て
'
③
の
段

階
で
韓
国
側
か
ら
借
款
に
関
す
る
議
論
を
提
議
す
る
予
定
で
あ
っ
た
｡
そ
し
て
､

韓
国
側
は
最
終
線
と
し
て
純
弁
済
し｣
無
償
援
助
を
併
せ
て
四
億
ド
ル
を
用
意
し

ハ5)

て
い
た

｡

し
か
し
､
九
月

二
二
日
の
第
六
次
会
合
で
､
韓
国
側
が
非
公
式
に
五

億
ド
ル
案
を
提
示
し
た
と
こ
ろ
､
日
本
側
は

山
佑
七
千
万
ド
ル
案
を
示
す
の
み

Ⅴ馳凸

で
､
両
者
は
折
り
合
お
う
と
し
な
か
っ
た
｡
そ
こ
で
､
要
義
襖
は
先
の
建
議
書

で
③
の
カ
ー
ド
よ
り
条
件
の
悪
い

｢
日
本
側
二
億
ド
ル
対
韓
国
側
四
･
五
億
ド

ル
｣､
た
だ
し
そ
の
際

｢請
求
権
問
題
の
解
決
範
囲
内
｣
で
韓
国
側

に有
利
な

条
件
の
借
款
を
添
加
す
る
と
い
う
案
を
庄
徳
新
外
相
に
建
議
し
た
も
の
の
､
受

['R)

け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
O

し
か
し
な
が
ら
'
予
備
折
衝
に
お
け
る
討
論
は
結
局
､
請
求
権
問
題
を
日
韓

双
方
の

r実
務
的
路
線
｣
を
通
じ
て
妥
結
さ
せ
る
こ
と
の
困
難
さ
を
露
呈
さ
せ

る
結
果
に
終
わ
っ
た
｡
こ
の
事
実
は
米
国
の
請
求
権
交
渉
に
対
す
る
介
入
を
評

価
す
る
際

にも
ま
た
重
要
で
あ
る
｡
つ
ま
り
､
ケ
ネ
デ
ィ
改
姓惟
発
足
以
後
､
米
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丁で爾

国
が
韓
国
に
対
し
て
請
求
板
の
放
棄
を
､
日
本
に
対
し
て
韓
国
の
経
済
開
発
に

必
要
な
資
金
の
提
供
を
､
そ
れ
ぞ
れ
執
軸
に
求
め
て
き
た
の
で
あ
り
､
そ
れ
ら

の
介
入
の
目
的
は
先
に
指
摘
し
た
日
韓
両
国
に
お
け
る

｢政
治
的
路
線
｣
の
助

最
に
あ

っ
た
と
い
え
る
｡
し
か
し
な
が
ら
､

一
九
六
二
年

一
〇
月
の
段
階
ま
で
r

日
本
政
府
と
韓
国
政
府
は
依
然
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

｢実
務
的
路
線
｣
を
交
渉

の
ベ
ー
ス
と
し
て
い
た
の
で
あ

っ
た
｡
す
な
わ
ち
､
後
述
す
る
大
平

･
金
錘
泌

会
談
ま
で
'
請
求
権
交
渉
の
政
治
的
妥
結
段
階

にお
け
る
米
国
の
介
入
は
日
韓

双
方
に
相
手
方
の
外
交
方
針
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
､
交
渉
を

決
裂
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う

｢触
媒
｣
以
上
の
役
割
を
も
た
な
か

っ
た

の
で
あ
る
｡

三

大
平

･
金
鍾
泌
会
談
-
政
治
的
路
線
に
よ
る
妥
結

請
求
権
交
渉
に
お
い
て
､
公
式
的
に

｢
政
治
的
路
線
｣
を
ベ
ー
ス
と
す
る
討

議
が
行
わ
れ
た
の
は

一
九
六
二
年

l
O
月
及
び

二

月
の
大
平

･
金
錘
泌
会
談

の
み
で
あ

っ
た
｡
し
か
し
な
が
ら
､
先
述
の
よ
う
一に
日
本
政
桁
及
び
韓
国
政
府

内
部
で
は

一
九
六
二
年
三
月
以
降
､
明
ら
か
に

｢
政
治
的
路
線
｣
を
基
礎
と
す

る
交
渉
方
針
が
検
討
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
､
予
備
折
衝
で

｢実
務
的
路
線
｣

に
よ
る
討
議
が
進
め
ら
れ
る

1
方
で
､
日
米
韓
そ
れ
ぞ
れ
の
政
府
に
お
い
て
請

求
権
交
渉
の
政
治
的
妥
結
の
た
め
の
綿
密
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
た
と
推
測
す

る
の
か
妥
当
で
あ
ろ
う
･O
そ
し
て
､
大
平

･
金
会
談
が
開
か
れ
る
に
あ
た
二
J
､

韓
国
刺
は
朴
正
a
J･･.議
長
が

T
政
治
的
路
線
｣
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と

っ
て
い
た

の
に
対
し
て
､
日
本
側
は
韓
国
側
の
要
求
金
額

に借
款
で
補
強
し
よ
う
と
す
る

大
平
正
芳
外
相
と
八
千
万
ド
ル
以
上
の
増
額
に
厳
し
い
池
田
勇
人
首
相
と
の
間

で
意
見
調
整
が
つ
か
ず
'
｢
政
治
的
路
線
｣
と

｢
実
務
的
路
線
｣
が
併
存
し
た

(56)

ま
ま
で
あ

っ
た
点
に
も
留
意
が
必
要
で
あ
る
0

以
下
､
二
度
に
わ
た

っ
て
開
催
さ
れ
た
大
平

･
金
会
談
の
展
開
を
整
理
し
た

い

｡
10
月
二
〇
日
に
第

7
次
大
平

･
金
鍾
泌
会
談
が
東
京
で
開
か
れ
た
｡

こ

の
と
き
､
大
平
は
無
償

･
有
償
併
せ
て
三
億
ド
ル
案
を
提
示
し
た
｡
こ
れ
に
対

し
て
､
金
持
泌
は
三
億
ド
ル
の
線
は
と
て
も
納
得
で
き
な
い
と
し
て
'
無
償

･

有
償
併
せ
て
六
億
ド
ル
の
線
は
譲
れ
な
い
と
主
張
し
た
｡
金
擁
泌
が
大
平
に
他

の
方
法
は
な
い
か
と
乱
し
た
と
こ
ろ
､
大
平
は
民
間
借
款
又
は
銀
行
借
款
で
補

充
す
る
方
法
を
提
示
し
た
｡
但
し
'
大
平
は
三
億
ド
ル
と
い
う
数
字
は
池
田
と

､F_3)

合
意
し
た
金
額
で
は
な
い
と
付
け
加
え
た
｡
結
局
､
こ
の
会
談
で
は
先
述
の
日

本
側
の
意
見
調
整
が
で
き
て
い
な
か

っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
､
大
平
も
金
錘
泌
も

お
互
い
に
相
手
の
主
張
を
探
り
合
う
こ
と
に
終
始
し
た
｡

こ
の
会
談
の
後
､
予
備
折
衝
で
こ
の
会
談
の
議
論
に
関
す
る
実
務
者
間
の
記

録
照
合
が
行
わ
れ
た
｡
こ
の
と
き
､
日
本
側
は
大
平
が
示
し
た
三
億
ド
ル
に
つ

い
て
､
そ
れ
は
九
月
二
四
日
の
国
連
総
会
に
お
け
る
大
平

‥
ブ
ス
ク
会
談
で
ラ

ス
ク
が
述
べ
た
数
字
に
過
ぎ
な
い
と
弁
明
し
､
日
本
案
で
は
な
い
と
述
べ
た
｡

ま
た
､
大
平
が

｢韓
国
の
独
立
を
祝
う
名
目
｣
叉
は

｢経
済
自
立
の
た
め
の
擾
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助
金
の
名
目
｣
で
資
金
を
支
払
う
と
述
べ
た
こ
と
に
金
鋪
泌
が
特
に
反
対
し
な

ハ鴇
)

か

っ
た
と
い
う
日
本
側
の
記
録
に
つ
い
て
､
韓
国
側
は
こ
れ
を
否
定
し
た
｡

こ

の
よ
う
に
､
請
求
権
問
題
の
妥
結
が
政
治
会
談
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
段
階
に

お
い
て
も
､
口
本
側
は
金
額
面
の
譲
歩
に
'
韓
国
側
は
名
日
面
の
譲
歩
に
､
依

然
と
し
て
慎
重
で
あ

っ
た
O

こ
の
会
談
の
結
果
､
日
韓
の
実
務
者
は
改
め
て
政
治
会
談
を
開
催
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
｡
第
二
次
大
平

･
金
鍾
泌
会
談
に
臨
む

にあ
た
っ
て
､
再
び
日
韓

そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
調
整
が
進
め
ら
れ
た
｡
日
本
側
は

二
月
円
臼
か
ら
の
池
田

の
欧
州
七
カ
国
歴
訪
を
控
え
て
､
池
田
と
大
平
の
意
見
調
整
が
急
が
れ
た
が
､

借
款
を
請
求
権
の
金
額
に
含
め
る
池
田
と
､
借
款
は
国
交
正
常
化
後
に
考
慮
す

(59)

る
大
平
と
の
調
整
は
難
航
し
た
O

一
方
､
韓
国
側
は

一
一
月
八
日
に
朴
正
照
が
金
鍾
泌
に
緊
急
訓
令
を
発
し
て
'

①
名
目
は
あ
-
ま
で

｢
請
求
権
に
対
す
る
弁
済
な
い
し
補
償
｣
と
す
る
こ
と
､

②
金
額
は
六
億
ド
ル
を
堅
持
し
､
鈍
弁
済
と
無
償
援
助
の
合
計
額
が
有
償
援
助

額
よ
り
上
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
､
③
韓
国
側
は
借
款
の
受
谷
を
検
討

す
る
も
の
の
､
そ
れ
は

｢請
求
権
を
解
決
す
る
た
め
の

一
つ
の
補
充
的
方
法
と

し
て
｣､
政
府
対
政
府
で
､
か
つ
条
件
が
特
別
に
有
利
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
､
な
ど
を
強
調
せ
よ
と
指
示
し
た
.
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
､

朴
正
駈
州が
先
の
会
談
で
大
平
が
三
倍
ド
ル
を
提
示
し
た
こ
と
を
､
｢
過
去
の
日

本
刺
の
提
示
額
よ
り
は
る
か
に
進
歩
し
た
金
額
｣
と
評
価
し
､
｢
こ
の
金
額
を

ま
ず
日
本
側
か
ら
公
式
に
提
示
す
る
こ
と
か
今
後
の
会
談
を
促
進
さ
せ
る
契
機

B既
爪

に
な
る
｣
と
大
平
に
提
議
せ
よ
と
金
鍾
泌
に
指
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
｡
朴
正

幣
は
韓
国
側
の
数
字
に
妥
協
的
な
大
平
の
姿
勢
に
交
渉
妥
結
の
可
能
性
を
兄
い

だ
し
た
の
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
背
景
を
も

っ
て
､

一
l
月

二

一日
に
第
二
次
大
平

･
金
鍾
泌
会

談
が
再
び
東
京
で
行
わ
れ
た
O
こ
の
会
談
に
お
け
る
冒
韓
そ
れ
ぞ
れ
の
妥
結
案

及
び
合
意
内
容
に
つ
い
て
は

一
九
九
二
年
六
月
二
二
日
付
の

『東
亜

日
報
』
で

公
開
さ
れ
た

｢
大
平

･
金
メ
モ
｣
に
示
さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
に
よ
る
と
､
当
初

日
本
側
は
無
償
二

･
五
億
ド
ル
､
有
償

一
億
ド
ル
､
民
間
借
款

l.
億
ド
ル
以
上
'

ま
た
韓
国
側
は
無
償
三

･
五
億
ド
ル
､
有
償
二

･
五
億
ド
ル
､
民
間
供
与

は
請

求
権
と
別
個
に
取
り
扱
う
こ
と
を
提
示
し
た
｡
そ
し
て
'
結
局
①
無
償
三
億
ド

ル
､
②
有
償

(海
外
経
済
協
力
基
金
)
二
億
ド
ル
､
③
更
に
輸
出
銀
行
に
よ
る

民
間
信
田
供
与
を

｢
国
交
正
常
化
以
前
ト
イ
エ
ド
モ
直
チ
ニ
協
力
ス
ル
ヨ
ウ
推

(･=
)

進
ス
ル
コ
ト
｣
を
両
国
首
脳
に
建
議
す
る
こ
と
で
合
意
が
成
立
し
た
｡

ま
た
'
資
金
供
与
の
名
目
に
つ
い
て
は
､
両
者
は

｢経
済
協
力
｣
で
合
意
す

る
も
の
の
､
韓
国
側
は
国
内
に
お
い
て
は

｢
請
求
権
｣
と
し
て
受
け
取

っ
た
と

I.3J

説
明
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
｡
し
か
し
､
こ
の
間
超
の
最
終
的
な
決
着
は
請
求

権
交
渉
の
合
意
事
項
を
条
文
化
す
る
作
業
の
過
程
に
ま
で
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
O

大
平

･
金
鍾
泌
A
M
談
以
後
､
)<
平
外
相
と
金
種
泌
部
長
は
A
D恵
事
項
を
そ
れ
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ぞ
れ
の
首
脳
に
建
議
し
た
｡
朴
正
配
州議
長
は
即
座
に
こ
れ
を
承
認
し
た
の
に
対

(貼)

し
て
､
池
臼
首
相
は
し
ば
ら
-
裁
可
を
保
留

し

た

｡

そ
れ
は
そ
の
合
意
内
零
が

無
償
援
助
の
増
軸
に
否
定
的
な
池
田
に
と

っ
て
､
日
本
側
が
過
度
に
譲
歩
し
た

も
の
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
O
し
か
し
､

二

心月

山
七
日
､
池
田
は
最
終
的
に

｢
大
平

･
金
鍾
泌
合
意
｣
に
裁
可
を
下
し
た
｡
そ
し
て
､
大
平

･
金
鍾
泌
会
談

後
に
行
わ
れ
た
予
備
折
衝
で
､
経
済
協
力
賛
金
の
細
部
の
条
件
に
つ
い
て
討
議

さ
れ
'

二

一月
二
六
日
に
請
求
柾
交
渉
は
最
終
的
に
妥
結
し
た
の
で
あ
る
｡

こ
う
し
て
､
請
求
権
交
渉
は
最
終
的
に
日
韓
両
国
に
お
け
る

｢政
治
的
路
線
｣

に
よ
っ
て
妥
結
し
た
｡
こ
の
無
償
と
有
償
合
わ
せ
て
五
億
ド
ル
と
い
う
金
銅
は

明
ら
か
に
日
本
側
の
譲
歩
で
あ
り
､
｢経
済
協
力
｣
と
い
う
N
:臼
は
韓
国
側
の

譲
歩
で
あ

っ
た
｡
そ
し
て
､
以
上
の
交
渉
過
程
に
お
い
て
巌
も
重
要
な
点
は
､

な
ぜ

｢無
償
三
鮭
ド
ル
｣
が
妥
結
線
と
な

っ
た
か
で
あ
る
｡
限
ら
れ
た
史
料
に

基
づ
い
て
そ
の
問
題
に
こ
た
え
る
こ
と
で
本
章
の
ま
と
め
と
し
た
い
｡

先
に
述
べ
た
よ
う
に
､
三
位
ド
ル
と
い
う
数
字
を
提
示
し
た
の
は
ラ
ス
ク
米

国
務
長
官
で
あ
っ
た
｡
こ
の
数
字
の
根
拠
に
つ
い
て
は
未
だ
に
解
明
さ
れ
て
い

な
い
が
､
有
力
な
仮
説
と
し
て

一
九
五

l
年
七
月
二
日
付
の
日
韓
間
の
請
求
権

問
題
に
つ
い
て
の
米
国
務
省
の
見
解
が
挙
げ
ら
れ
る
｡
そ
れ
に
よ
る
と
､
国
務

省
は
G
H
Q
の
見
解
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
､
地
金

･
地
銀
､
文
化
財
､
朝
鮮
人

労
働
者
の
未
払
い
金
､
死
亡
し
た
披
徴
用
朝
鮮
人
な
ど
を
対
象
と
す
る
韓
国
側

(64)

の
対
日
請
求
権
の
総
額
を
約
三
億
ド
ル
と
見
積
も

っ
た
の
で
あ
る
O
ケ
ネ
デ

ィ

政
権
が
こ
の
数
字
を
参
考
に
L
た
こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
｡

さ
ら
に
､
第

一
次
大
平

･
金
会
談
に
お
い
て
ILi.i本
側
か
ら
無
償

･
有
償
合
わ

せ
て
三
億
ド
ル
と
い
う
薬
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
に
､
朴
正
殿
が
即
座
に
反
応
し

た
点
も
重
要
で
あ
る
0
そ
も
そ
も
'
韓
国
側
が
請
求
権
交
渉
に
お
い
て
政
治
会

談
を
重
視
し
た
の
は
対
日
請
求
権
の
減
少
を
最
小
限
に
す
る
た
め
で
あ
り
､

｢実
務
的
路
線
｣
に
お
け
る
六
億
ド
ル
と
い
う
数
字
も
請
求
権
を
綿
密
に
算
出

し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
､
日
本
側
か
ら
の
譲
歩
を
引
き
出
す
た
め
の

カ
ー
ド
と
し
て
の
性
格
が
強
か

っ
た
.
故
に
､
朴
正
難
は
韓
国
の
経
済
開
発
の

た

め
に
必
要
な
金
額
及
び
予
備
折
衝
な
ど
に
お
け
･る
日
本
側
の
交
渉
方
針
か
ら

察
し
て
､
無
償
三
億
ド
ル
を
日
本
側
か
ら
引
き
出
せ
る
譲
歩
の
上
限
と
判
断
し

た
の
で
あ
ろ
う
.

一
方
､
日
本
側
と
し
て
も
元
来
対
韓
経
済
協
力
に
対
し
て
積

極
的
だ

っ
た
の
で
あ
り
､
請
求
権
と
い
う
名
目
に
こ
だ
わ
ら
な
け
れ
ば
､
無
償

三
倍
ド
ル
と
い
う
金
額
は
決
し
て
撫
理
な
数
字
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

日
本
側
の
決
定
に
は

｢政
治
的
路
線
｣
の
推
進
者
で
あ
る
大
平
の
判
断
が
あ

っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
O

ラ
ス
ク
米
国
務
長
官
か
ら
の
無
償
重
視
で
一二
億
ド
ル
と
い
う
妥
結
案
に
対
し

て
'
日
本
及
び
韓
国
が
最
終
的
に
受
け
入
れ
た
背
景
に
は
､
日
韓
双
方
に
お
け

る

｢政
治
的
路
線
｣
に
基
づ
-
判
断
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡
し
た
が
っ

て
､
結
局
米
国
の
外
交
圧
力
の
受
容
と
い
う
か
た
ち
で
成
立
し
た
請
求
権
交
渉

の
政
治
的
妥
結
は
請
求
権
交
渉
当
初
か
ら
烏
本
政
府
及
び
韓
国
政
府
に
存
在
し
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た
'
経
済
協
力
な
い
し
経
済
開
発
を
念
頭
に
お
い
た
交
渉
方
針
が
徐
々
に
具
体

化
す
る
過
程
の
帰
結
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

お
わ
り
に

一
九
五
二
年
二
月
か
ら
始
ま
っ
た
日
韓
会
談
に
お
け
る
請
求
権
交
渉
は
請
求

権
の
法
理
論
を
め
ぐ
る
討
議
を
通
じ
て
'
日
韓
双
方
の
請
求
権

に対
す
る
認
識

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
確
認
さ
れ
た
後
に
､

l
九
六
二
年
三
月
か
ら

〓

l月
ま
で
の
交

渉
段
階
を
経
て
､
無
償
三
億
ド
ル
､
有
償
二
億
ド
ル
を
合
意
線
と
し
て
'
よ
う

や
-
政
治
的
に
妥
結
さ
れ
た
｡

そ
の

一
連
の
交
渉
過
程
は
､
戦
後
処
理
的
観
点

か
ら
の
請
求
権
の
性
格
を
め
ぐ
る
も
の
か
ら
､
韓
国
の
経
済
復
興
及
び
日
本
の

対
韓
経
済
協
力
問
題
が
現
実
の
課
題
と
し
て
浮
上
す
る
に
つ
れ
て
､
請
求
権
と

経
済
協
力
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
在
り
方
を
め
ぐ
る
も
の
へ
と
'
討
議
の
重
点
が
移

る
過
程
で
も
あ

っ
た
｡
そ
の
際
に
重
要
な
こ
と
は
請
求
権
と
経
済
復
興
'
あ
る

い
は
賠
償
と
経
済
協
力
と
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
と
い
う
発
想
は
請
求
権
交
渉
の
政
治

的
妥
結
段
階
よ
り
以
前
に
､
い
わ
ば
請
求
権
問
題
の
実
務
的
解
決
の
有
力
な
オ
ー

ル
タ
ナ
テ
ィ
ナ
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
｡

請
求
権
問
題
を
め
ぐ
る
そ
の
二
つ
の
方
針
は

一
九
六
二
年
三
月
の
小
坂

･
珪

徳
新
外
相
会
談
の
決
裂
後
､

一
九
六
二
年
三
月
ま
で
の
請
求
権
に
対
す
る
法
理

論
的
認
識
を
堅
持
し
､
相
手
方
の
提
案
に
強
硬
な

｢.実
務
的
路
線
｣
及
び
'
従

来
の
請
求
権
に
対
す
る
認
識
を
踏
ま
え
つ
つ
も
､
相
手
方
の
提
案

に比
較
的
薫

軟
な

｢政
治
的
路
線
｣
と
し
て
日
韓
双
方
に
お
い
て
形
成
さ
れ
る
.
そ
し
て
'

一
九
六
二
年

l
O
月
ま
で
､
米
国
の
積
極
的
な
介
入
活
動

にも
か
か
わ
ら
ず
､

交
渉
に
お
い
て

｢実
務
的
路
線
｣
に
よ
る
請
求
権
問
題
の
妥
結
が
模
索
さ
れ
た

も
の
の
'

つ
い
に
行
き
詰
ま
る
と
'
そ
の
オ
ー
ル
タ
ナ
テ
ィ
プ
と
し
て
の

｢
政

治
的
路
線
｣
が
交
渉
の
全
面
に
浮
上
し
た
結
果
､
は
じ
め
て
米
国
か
ら
示
さ
れ

た
提
案
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
た
ち
で
､

つ
い
に

｢大
平

･
金
錘
泌
含
意
｣
が

成
立
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
請
求
権
交
渉
に
お
け
る

｢政
治
的
路
線
｣
は
韓
国
の
外
交
方
針

と
し
て

1
九
六

一
年
後
半
か
ら
顕
在
化
し
た
も
の
で
あ

っ
た
.
と
り
わ
け
韓
国

側
か
ら
す
れ
ば
､
対
日
請
求
権
の
具
体
的
討
議
に
お
い
て
､
日
本
側
に
よ
る

｢官
僚
的
攻
勢
｣
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
に
対
抗
し
て
'
･対
日
請
求
権
の
減
少

を
最
小
限
度
に
す
る
た
め
に

｢政
治
的
守
勢
｣
を
展
開
せ
ざ
る
を
得
な
っ
た
の

で
あ
る
｡
日
本
側
は
賠
償
問
題
に
経
済
協
力
の
観
点
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
を
勘
案
す
れ
ば
､
請
求
権
交
渉
の
政
治
的
妥
結
の
過
程
と
は
日
本
側
の

｢官

僚
的
攻
勢
｣
と
韓
国
側
の

｢政
治
的
守
勢
｣
が
も
た
ら
し
た
展
開
で
あ
る
と
も

い
え
よ
う
｡

そ
し
て
､
や
は
り
最
後
に
指
摘
し
て
お
-
べ
き
こ
と
は
､
こ
の

一
連
の
交
渉

過
程
は
対
日
請
求
権
の
戦
後
処
理
的
性
格
が
軽
視
さ
れ
て
い
-
過
程
で
も
あ

っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
歴
史
学
の
問
題
と
し
て
こ
の
点
を
取
り
上
げ
る
な
ら

ば
､
と
り
わ
け
日
本
及
び
韓
国
に
お
け
る
日
韓
会
談
反
■対
運
動
な
ど
と
の
.h関
連
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に
お
い
て
検
討
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
､
こ
の
点
は
A
｢後
の
課
頚
と
し
た
い
.

た
だ
し
､
い
ず
れ
に
し
て
も
日
韓
協
定
成
立
に
お
け
る
戦
後
処
理
的
性
格
の
軽

視
と
い
う
事
実
は
現
在
に
生
き
る
日
本
人
及
び
朝
鮮
人

にこ
れ
か
ら
の
日
韓

･

日
朝
関
係
の
構
築
と
い
う
観
点
か
ら
重
大
な
課
題
を
窯
き
付
け
て
い
る
O
本
稿

に
即
し
て
い
う
な
ら
ば
､
そ
の
課
題
と
は
日
本
の
朝
鮮
に
対
す
る
戦
後
処
理
の

在
り
方
や
こ
れ
か
ら
の
日
韓

･
日
朝
関
係
を
め
ぐ
る
日
朝
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
少

(
5
)

L
で
も
解
消
す
る
た
め
の
､
｢政
治
的
路
線
｣
と
は
全
-
異
質
の
､
冷
静
で
地

道
な
'
そ
し
て
粘
り
強
い
対
話
の
継
続
で
あ
る
｡

二

九
五
二

-

六
五
)
を
中
心
に
…･･j
東
京
大
学
大
学
院
総
ム
ロ
文
化
研
究

科
博
士
学
位

論
文

一
九
九
五
年
'
同

｢
日
韓
請
求
権
交
渉
過
程

(
J
九

五

一
丁

一
九
六
二
)
の
分
析
-
日
本
の
対
韓
政
策
の
観
点
か
ら
｣
(『法
学

史
林
』
九
三
-

山

1
九
九
五
年

二

月
)O
同

『
敢
望
ヰ
可
や

可

可
司

-,./
L=

7音
I

T

PI
･.DT
.=･
.r

T
.t･･T

T,LT
.･..q
T
C.:
7
,
,･川
中
正
.
音
J
.]

子

1
九
九
六
年

7
1
月

ソ
ウ
ル
)

李
鍾
元

｢韓
日
国
交
正
常
化
の
成
立
と
ア
メ
-
カ
ー
･
1-
九
六

〇
～
六
五

年
-
｣
へ近
代
日
本
研
究
全
編

『戦
後
外
交
の
形
成
』
へ年
報

･
近
代
日
本

研
究

1
六
)
山
川
出
版
社

7
九
九
四
年
)｡
本
稿
に
お
け
る
米
国
の
日

韓
会
談
に
対
す
る
介
入
政
策
に
つ
い
て
の
分
析
は
李
鍾
元
に
よ
る

一
連
の

研
究
を
参
考
に
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
｡

[註
]

(I
)

協
定
の
正
式
名
称
は

｢財
産
及
び
請
求
権
に
関
す
る
問
題
の
解
決
並
び

に
経
済
協
力
に
関
す
る
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
協
定
｣
で
あ
り
'

こ
れ
に
議
定
書
二
､
合
意
議
事
録
二
､
交
換
公
文
四
か
ら
成
る
計
八
つ
の

付
属
文
書
が
添
え
ら
れ
て
い
る
｡

(2
)
代
表
的
な
文
献
と
し
て
､
高
崎
宗
司

｢
日
韓
会
談
で
補
償
は
解
決
し
た

か
｣
(『世
界
』
五
七
二

山
九
九
二
年
九
月
)､
同

｢
私
た
ち
は
､
ど
の

よ
う
に
戦
後
を
越
え
て
き
た
か

日
本
人
の

『第
二
の
藍

を
検
証
す
る
｣

(『世
界
』
五
六
七

山
九
九
二
年
)'
同

『検
証

日
韓
会
談
』

岩
波
書

店

(新
書
)

一
九
九
六
年
｡

(3
)

佐
々
木
隆
爾

｢
い
ま
こ
そ
日
韓
条
約
の
見
直
し
を
｣
(『世
界
』
五
八
〇

l
九
九
三
年
四
月
)0

(

4
)
李
元
徳

『
日
本
の
戦
後
処
理
外
交
6H

研
究
-
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉

(6
)
木
宮
正
史

｢
山
九
六
〇
年
代
韓
国
に
お
け
る
冷
戦
と
経
済
開
発
-
日
韓

国
交
正
常
化
と
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
を
中
心
に
し
て
｣
(『法
学
史
林
』
九
二
-

四

一
九
九
五
年
三
月
)｡

(7
)
拙
稿

｢
日
韓
会
談
に
お
け
る
対
日
請
求
権
の
具
体
的
討
議
の
分
析
室
第

五
次
会
談
及
び
第
六
次
会
談
を
中
心
と
し
て
-
｣
(P
l
橋
論
叢
』

〓
70
-

二

1
九
九
八
年
八
月
)O

･

･[二

･[
::･i･tJf
･
r:勺
子
｡TJ｡'r･.7
.a
..
JI

･1
'.IJ
tT.+.
TE.･
し
.

fC
｣
.1.･'
･･∵
､･'7･[･[

曳

協
定
雪

雪
や
句

瑚
増
殖
』
ユL車
硝
ヰ
聖
子
土

山
九
九
五
年

ソ
ウ
ル
)
0

(

9

)

｡F
oreig
n
R
e
la
tio
n
s
o
f
t
heUnite,l
S
tatcs
"
)949
V
o
l.
VE

p
.
9
7
].
但
し
､
同
時
に
ム
チ
オ
は

｢韓
国
が
日
本
に
対
し
て

?
九
〇
五

年
に
遡
る
非
現
実
的
な
対
日
請
求
を
し
て
い
る
が
､
我
々
は
現
存
す
る
在

韓
日
本
財
産
の
割
当
を
対
日
陪
償
の
総
計
と
し
て
受
け
入
れ
る
よ
う
に
韓
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国
を
説
得
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
｣
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
､
ム
チ
オ
の

提
案
は
事
実
上
韓
国
政
桁
が
対
日
賠
償
要
求
を
し
な
い
こ
と
を
条
件
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
｡

(10
)

塚
本
孝

｢韓
国
の
対
日
平
和
条
約
署
名
問
題
-
口
朝
交
渉
､
戦
後
補
償

問
題
に
関
連
し
て
-
｣
(『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
四
二
-
三

l
九
九
二
年
三

月
)
九
六
百
O

(〓
)

外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
､
第
七
回
公
開
分
'

『対
口
平
和
条
約
関
係
準
備
研
究
関
係
』
第
五
巻
'
七
四

〇
～
七
四
二
コ

マ
｡

(12
)

塚
本
孝

｢韓
国
の
対
日
平
和
条
約
署
名
問
題
｣
九
八
白
｡

(
13
)

対
日
請
求
八
項
目
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

一
､
韓
国
か
ら
持
ち
出
し
た
古
書
籍
'
美
術
品
'
骨
薦
品
､
其
他
国
宝
地

図
原
版
及
び
地
金
と
地
銀
を
返
還
す
る
こ
と

二
㌧

一
九
四
五
年
八
月
九
日
現
在
日
本
政
府
の
対
朝
鮮
総
督
府
債
務
を
弁

済
す
る
こ
と

三
､

一
九
四
五
年
八
月
九
日
以
後
韓
国
か
ら
移
替
叉
は
送
金
さ
れ
た
金
員

を
返
還
す
る
こ
と

四
､

一
九
四
五
年
八
月
九
日
現
在
韓
国
に
本
社

(演
)
叉
は
豊
事
務
所
が

あ
る
法
人
の
在
日
財
産
を
返
還
す
る
こ
と

古
､
韓
国
法
人
叉
は
韓
国
自
然
人
の
日
本
国
叉
は
日
本
国
民
に
対
す
る
日

本
国
債
､
公
債
､
日
本
銀
行
券
'
披
徴
用
韓
人
未
収
金
､
其
他
請
求
権
を

弁
済
す
る
こ
と

六
'
韓
国
法
人
叉
は
自
然
人
所
有
の
円
本
法
人
の
株
式
又
は
其
他
証
券
を

法
的
に
証
定
す
る
こ
と

(14
)

(
15
)

(16
)

(17
)

(18
)

(19
)

(20
)

闇馳
刑

(盟
) 七

'
前
記
諸
財
産
又
は
請
求
権
よ
り
生
じ
た
諸
果
実
を
返
還
す
る
こ
と

八

､
前
記
返
還
及
び
決
済
は
協
定
成
立
後
､
即
時
に
開
始
し
て
､
遅
-
と

路

も
六
カ
月
以
内
に
終
了
す
る
こ
と

へ大
韓
民
国
外
務
部
政
務
局

『対
日
賠
償
要
求
調
書
』

い
九
五
p当
年
､
三

七
七
～
三
七
八
百
)0

前
掲

『対
日
賠
償
要
求
調
書
』
三
七
九

～
三
八

1
頁
｡

こ
の
対
立
は

1
九
五
三
年
十
月
の

｢久
保
凹
発
言
｣
に
よ
る
日
韓
会
談

の
長
期
休
会
と
い
う
か
た
ち
で
頂
点
に
達
す
る
｡

李
鍾
元

｢韓
日
会
談
と
ア
メ
リ
カ
･-

｢不
介
入
政
策
｣
の
成
立
を
中
心

に
I

｣
(『国
際
政
治
』

l/
J
五

一
九
九
四
年
)

二
ハ
六
百
｡

詳
し
く
は
前
掲
拙
稿

｢
日
韓
会
談
に
お
け
る
対
日
請
求
権
の
具
体
的
討

読

-
第
五
次
会
談
及
び
第
六
次
会
談
を
中
心
と
し
て
I
｣
を
参
照
O

例
え
ば
､
｢
日
韓
会
談
を
検
討
す
る
｣
(『世
界
』
二

一
八

一
九
六
四

年
二
月
)､
『
日
本
と
朝
鮮
』
(
ア
ジ
ア
･
7
7
-
カ
講
座
三
)
勤
草
書
房

一
九
六
五
年
な
ど
｡

大
韓
民
国
経
済
企
画
院

『
一
九
六
二
年
経
済
白
書
』
四
三
八
貢
｡

李
鍾
元

『東
ア
ジ
ア
冷
戦
と
韓
楽
日
関
係
』
東
京
大
学
出
版
会

一
九

九
六
年

一
六
二
貢
O

前
掲

『
1
九
六
二
年
経
済
白
書
』
二
九
㍍
頁
｡

韓
国
政
府
は
日
本
か
ら
の
資
本
導
入
の
他
に
､
通
貨
改
革
な
ど
に
よ
る

内
資
動
員
や
西
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
西
欧
諸
国
か
ら
の
借
款
導
入
も

図
っ
た
｡
し
か
し
'
前
者
は
失
敗
し
､
後
者
も

一
九
六

一
年
七
月
に
発
表

さ
れ
た
第

l
次
経
済
開
発
五
力
年
計
画
の
必
要
資
金

(約
七
億
ド
.ル
)
に

は
る
か
に
満
た
な
か
っ
た

(例
え
ば
西
ド
イ
ツ
か
ら
の
資
本
は
わ
ず
か
四



千
万
ド
ル
だ
っ
た
)O

(23
)

前
掲
李
鍾
元

『東
ア
ジ
ア
冷
戦
と
韓
兼
摂
関
係
』
六
責
O

(2
)

?
九
六

1
年
六
月
の
池
田
･
ケ
ネ
デ
ィ
会
談
で
､
地
凹
が

｢
(韓
国
の
)

反
共
体
制
を
堅
持
す
る
た
め
に
は
経
済
援
助
が
必
要
だ
が
､
日
韓
の
国
交

が
正
常
化
し
て
い
な
い
の
で
'
日
本
か
ら
進
ん
で
経
済
援
助
を
行
う
と
い

う
こ
と
は
､
か
え
っ
て
韓
国
の
中
で
反
発
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
慎

重
に
や
り
た
い
｣
と
述
べ
た
こ
と
も
､
日
本
政
府
が
対
米
協
調
を
基
礎
と

し
て
対
韓
経
済
協
力
に
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
｡

(｢池
田
～･･ケ
ネ
デ
ィ
会
談
で
何
が
｣
(『
エ
コ
ノ
､､､
ス
ト
』

一
九
六

7
年
七

月

1
八
目
柑
)

一
山
頁
)O

(25
)

韓
国
と
の
経
済
関
係
構
築
に
執
=:,心
に
活
動
し
た
の
か
関
西
財
界
で
あ
り
'

そ
の
代
表
的
な
も
の
が
日
韓
経
済
協
会
の
設
立
に
よ
る
韓
国
情
勢
の
調
査

分
析
､
日
韓
財
界
人
交
流
な
ど
で
あ
っ
た

(木
村
呂
人

｢
日
本
の
対
韓
民

間
経
済
外
交
-
国
交
正
常
化
を
め
ぐ
る
関
西
財
界
の
動
き
～
｣

(『国
際
政

治
』
九
二

一
九
八
九
年

7
0
月
))

〓

ヒ

～
二

八
百
.

な
お
､
韓

国
の
日
本
資
本
導
入
及
び
日
本
の
対
韓
経
済
協
力
に
つ
い
て
の
議
論
は

山

九
五
〇
年
代
か
ら
存
在
し
て
い
る

○
別
掲
高
崎
宗
司

『検
証

日
韓
会
談
』

七

1
､
七
五
百
).
そ
の
議
論
が
現
実
可
能
性
を
帯
び
る
よ
う
に
な

っ
た

時
期
な
ど
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
｡

(26
)

新
延
明

｢条
約
締
結
に
至
る
過
程
｣
(『季
刊
肯
丘
』

一
六

!
九
九
三

年
)
四

一
百
O

(27
)

同
前
､
四

7
百
O
こ
の
日
本
案
の
発
案
者
と
い
わ
れ
る
中
川
融
外
務
省

条
約
局
長
は
N
H
K
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
て
､
｢
私
は
日
本
の
金
で

な
-
て
､
日
本
の
品
物
､
機
械
､
日
本
人
の
サ
ー
ビ
ス
､
役
務
で
支
払
う
･

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
'
こ
れ
は
将
来
日
本
の
経
済
発
展
に
む
し
ろ
プ
ラ

ス
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
｣
と
語
っ
た

ハ同
前
､
四
㌦
髭
)0

(2
)

陪
償
問
題
研
究
会
編

『
日
本
の
賠
償
-
そ
の
現
状
と
問
題
点

-
』
外
交

時
報
社

一
九
五
九
年

二
､
二
〇
責
O

(
29
)

大
韓
民
国
国
会
事
務
処

『国
会
史

第
四
次
国
会

第
五
次
国
会

第

六
次
国
会
』
四
九
二
～
四
九
三
百
.
決
議
案
の
第

7
項
は

｢複
雑
多
端
な

国
内
外
情
勢
に
鑑
み
て
､
対
日
復
交
は
制
限
国
交
か
ら
漸
進
的
に
全
面
的

な
国
交
に
前
進
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
｣
で
あ
り
､
第
三
項
は

｢平
和

線

(李
ラ
イ
ン
を
指
す
1
引
開
音
)
は
国
防
及
び
水
産
資
源
の
保
存
と
漁

民
の
保
護
の
た
め
に
尊
重
さ
れ
､
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｣
で
あ

る
｡

(
訓
)

『朝
日
新
聞
』
へ縮
刷
版
'
東
京

二

山坂
'
以
下
同
じ
)

一
九
六

1
年

7

一
月

二
二
日
付
｡

(3
)

｢対
日
通
貨
補
償
要
求
句

貫
徹
｣
(『朝
鮮
銀
行
調
森
月
報
』
六

1
九

四
七
年

1
0
月
)
五
六
百
｡

(32
)

対
美
交
渉
案
作
成
特
別
委
員
会

『対
米
交
渉
案
内
答
各
項
叫

対
せ

研

究
報
告
書
』

1
九
六

一
年
七
月
二
六
日
付

九
五
～
山
〇
一
百

へ韓
国
外

交
安
保
研
究
院
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
登
録
番
号

1
二
七

l
).

(33
)

同
前
､

1
0
1
頁
O

(34
)

｢米
国
務
省

韓
国
関
係
報
告
書

(
一
九
六

7
年

二

月
)
｣
(李
度
愚

『朴
正
紀
州斗

韓
日
会
談

五

･
一
六
叫
丁
調
印
叫
可
』
寒
松
図
書
出
版

(
ソ
ウ
ル
)

一
九
九
五
年

三
六

～
三
七
百
)0

(35
)

前
掲
李
錘
元

｢韓
日
国
交
正
常
化
の
成
立
と
ア
メ
リ
カ
｣
二
七
九
百
｡

(36
)

同
前
､
二
八
三
頁
｡
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(
37
)

例
え
ば
'
同
前
､
二
七
七
貢
｡

ハ
警

｢朴
正
賢
司

政
治
折
衝
諒
解
確
認
書

二

九
六

一
年

1
月

心
八
田
付
)｣

(前
掲
李
度
農

r朴
正
駈
州斗

韓
日
会
談
』
四
八
～
四
九
頁
).

(39
)

大
韓
民
国
政
務
局
重
刑
課

『第
六
次
韓
B
会
談
会
議
録

(
菩

』

山
九

六
二
年

(推
定
)

一
八
七

～
一
九
〇
百
｡

(禦

｢畿
養
鰻
可

朴
正
照
明
瑚

且
望
外
相
会

談
結
果
報
告
書

二

九
六
二

撃

二
月
二
二
日
付
)｣
(前
掲
李
度
恩

『朴
正
照
卑

韓
日
会
談
』
五
三
-

五
八
貢
)0

(41
)

同
前
｡

八雲

｢朴
正
照
井

療
養
換
瑚
瑚

且
増
親
藩

二

九
六
二
年
四
月
二
七
日
付
)｣

･‥判
‥..i
/L･:.;･4歳

･･i
･.-.‥lf.‥叫

･i;･.'
.'_/
､/(

･'･
･;
～･･'
･〓∵

(4
)

｢国
交
正
常
化
以
前
可

韓

･
目
経
済
協
力
政
策
'

一
九
六
1!-
六
四
｣

五
～
八
コ
マ

(韓
国
外
交
安
保
研
究
院
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
登
録
番

号

二
毛

○
)､
｢重
義
焼
可

外
務
最
官

報
璃

且
望
会
談
状
況
報
告
書

(
一
九
六
二
年
四
月
三

C)目付
)｣
(前
掲
李
度
居

『朴
正
駈
:'斗
韓
日
会
談
｣

六
〇
～
六
七
百
)0

(4
)

｢蛮
義
換
T6.
朴
正
紀
州叫
珂

且
望
日
本
情
勢
報
告
書

(
l
九
六
二
年
七

月
正
日
付
)｣
〇
別
掲
李
度
愚

『朴
正
駈
州斗
韓
日
会
談
』
七
二
～
七
四
頁
).

(45
)

前
掲
李
鍾
元

｢韓
冒
国
交
正
常
化
の
成
立
と
ア
メ
リ
カ
｣
二
八
七
東
｡

(46
)

韓
国
政
肘
政
務
局

『第
六
次
韓
日
会
談
会
議
録

(Ⅲ
)
第
二
次
政
治
会

談
予
備
折
衝

(
l
九
六
二
年
八
月
二
二
日
-
li九
六
二
年

〓
l月
二
五
日
)』

(以
下

芸
玉議
録
Ⅲ
』
と
す
る
)
二
八
～
三
四
頁
｡

(147
)

同
前
､
四
二
～
四
三
百
｡

(
48
)

同
前
､
二
八
～
三
四
頁
｡

(49
)

同
前
､
五
二
～
五
八
頁
｡

(5
)

同
前
､
三
七
～
四
l
､
四
六
百
｡

(51
)

同
前
､
六
三
～
六
四
､
七
三
～
七
四
百
｡

爪翌

｢轟
養
鰻
可

外
務
最
官
珊
瑚

且
望
立
場
調
整
建
議
書
(
一
九
六
二
年
九

月

一
七
日
付
)｣
(前
掲
李
度
歳

『朴
正
駈
州斗

韓
日
会
談
』

〓

て八
～
一

三
三
貢
)0

(53
)

前
掲

｢轟
義
換
可

外
務
長
官
珊
瑚

且
塗
立
場
調
整
建
議
書
｣

二

二

頁
｡

(5
)

前
掲

『会
議
録
Ⅲ
』

一
三
三
貢
｡

(55
)

前
掲

｢褒
養
鰻
可

外
務
長
官
明
瑚

且
増
立
場
調
整
建
議
書
｣

二

二

百
｡

(ES
)

伊
藤
昌
哉

『池
田
勇
人
と
そ
の
時
代

生
と
死
の
ド
ラ
マ
』
朝
日
新
聞

社

山
九
八
五
寧

一〇
九
頁
｡
金
東
離

『韓
哲
の
和
解

得
韓
交
渉

1
四

年
の
記
録
虹
サ
イ
マ
ル
出
版
会

l
九
九
三
年

二
七
〇
百
｡

(5
)

｢金
鍾
泌

･
太
平

一
次
会
談
記
録

二

九
六
二
年

瓜
○
奥

一〇
日
付
)｣

(前
掲
李
度
居

『朴
正
緊
斗

韓
日
会
談
』

二

一七
-
1
二
九
貢
)o

E.77
.

･tLJ,I,;A;
牛
､ノ
:JJ･･.[･･'
㌧
‥･_;Ji.･:.
:こ
..r㍗
･,3
,

･=･∴

.･-:

月

日
付
.
;

(前
掲
李
健
康

丁朴
正
匪
州斗

韓
日
会
談
』

一
三
二
～
一
三
七
貢
)
.

(59
)

前
掲

r会
議
録
Ⅲ
』
二
二
l
～
二
二
三
百
O

(60
)

｢朴
正
鞍
水

金
鍾
泌

明
朝
旦
碧
緊
急
訓
令

二

九
六
二
年

二

月
八

日
付
)｣
(前
掲
李
夜
景

F朴
正
駈
州斗

韓
日
会
談
』

二

元

～
二
二
二
頁
)0

(那
)

｢金

･
東
平

朝
且
｣
(前
掲
季
度
屠

『神
立
配
州卑

韓
日
会
談
』
掲
載
写

真
よ
り
)0

(62
)

前
掲
金
東
熊

『韓
日
の
和
解
L
二
七
三
～
二
七
四
頁
.
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(63
)

一
一
月
二
八
日
の
池
田

･
大
平
会
談
に
お
い
て
､
大
平
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

外
遊
か
ら
帰
国
し
た
池
田
に
第
二
次
大
平

･
金
会
談
の
結
果
を
報
告
し
た
｡

し
か
し
､
池
田
は

｢大
平

･
金
合
意
｣
を

｢大
蔵
省
と
自
民
党
の

l
部
の

同
意
を
得
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
破
格
な
譲
歩
で
あ
る
｣
と
述
べ
て
'
そ
れ
へ

の
裁
可
を
保
留
し
た

(前
掲
金
東
経

『韓
日
の
和
解
』
二
七
四
百
)0

(6
)

S

tateD
ep
a
rtm
en

tCom
m
enton
J

A
P
Q

D
･-
2[7
,

"K
o
r
e
a
n

C
taim
s
U
n
d
e
r
K
o
r

ean
V

estin
g

I)
e
c
r
e
e
s
to

P
r
o
p
e
r
ty
in

J

a

p
a
n｡

(49
5
4[7[3
).
(戦
後
補
償
問

題
研
究
全

編

『
戦
後
補

償
問

題
資

料
集
第
八
集

G
･
H
･
Q
関
連
文
書
集

(朝
鮮
人
未
払
金
政
策
等
)』

1
九
九
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195 日韓会談における請求権交渉の政治的妥結



POLITICALCOMPROMISEONTHEQUESTION

OFPROPERTYCLAIMSDURING

JAPANESE-SOUTHKOREANTALKS,FOCUSING

ONMARCH-DECEMBER1962
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beginningwiththeconferencebetweenForeignMinistersKosakaZentare)

andCh'oeT6k-shininMarch1962,followedbytalksinOctoberand

NovemberatwhichagreementwasreachedbetweenOhiI,aMasayoshiand

卜1liLILJ･t:‥.∴.日.･T･し･:LLlii:∴一･.＼tJい=Jh､.･･r･1..,.･L=･､.･.･･･..:.!!;I

leadersinDecelllberoftheso-calledOhira-KilllChelllg-p'ilmemorandum.

TlleCelltralqtleStionullderlyingthisresea.rcllWasImySuspicionthat,

becausebothJapanandSouthKorea,fromthebeginrlingofnegotiations,
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propert･yclaimswhenbothsidesacceptedilltel.VentionbytheUnited

States.

Accordingly,inthisarticleiexaminehowJapan,tlleUnitedStatesand,

particularly,SouthKoreasawtherelationsllipbetweenpropertyclaims

and ecollOmicassistallCe.Ialso claI､ify tlleStruCt･tlt･e Of Japan'S

"bureaucraticoffense"andSouthKorea'S"politicaldefense."Moreover,I
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conciliatory"businesslikeapproacll"alldaconciliatory"politicalappro-

ach"OnthepartoftheJapaneseandSouthKoreangovernmentsatthe
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andSouthIくOreahadworkedtowardacompromiseuntilOctoberand

that,afterthetalksdeadlocked,abreakthroughcamebasedona

"politicalapproach"bythosetwocountries.Ialsoattempttoexplicate

tlJL.:l､･i･:.H､こi.ミ･:‥):lh.I･lll･二川!l･H::?.:.;:LL卜∴･.I,:_･こ1▲∴IA･∴二･日11主＼･･い.I.

whichacceptedU.S.intervention.
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